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祇園遺跡

熊 本 県 阿 蘇 都 白 水材大字一関字祇園所在の遺跡
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序文

熊本県教育委員会では、県営圃場整備事業（白水西部地区）に伴う埋

蔵文化財調査として、阿蘇郡白水村に所在する祇園遺跡の発掘調査を実

施しました。

調査の結果、鎌倉時代から南北朝時代にかけての館跡と思われる大規

模な遺構が確認されました。併せて中世の遺物が大量に出土し、中でも

輸入陶磁器の量の多さと種類の豊富さは目を見張るものがあります。こ

こは平成6，7年度に調査の行われた二本木前遺跡と指呼の間にあり、

両遺跡は同一の’性格を持つ遺跡として、肥後の有力武士団の一つである

阿蘇氏の館と位置づけることが可能かと思われます。

このたび、祇園遺跡報告書を刊行することになりましたが、本報告書

が広く県民の皆様の埋蔵文化財に対する認識と理解を深め、さらには学

術研究の進展にいささかでも寄与することができれば、誠に喜びに堪え

ません。

なお、本調査を実施するにあたり、文化財保護の観点から多大の御協

力を惜しまれなかった県農政部、県阿蘇事務所耕地課、白水村教育委員

会及び地元の関係者の皆様、また御指導御助言をいただきました諸先生

方に深く感謝申し上げたいと思います。

平成12年3月31日

熊本県教育長佐々木正典
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一

1本書は、県営圃場整備事業に伴って実施した埋

蔵文化財発掘調査の調査報告書である。

2発掘調査は、熊本県阿蘇郡白水村に所在する祇

園遺跡が対象となり、県農政部の依頼を受けて、

熊本県教育委員会が実施した。

3遺物の整理は、熊本県文化財収蔵庫で行った。

なお、遺物の保管も文化財収蔵庫である。

4遺跡の発掘調査は、平成7年度に実施し、整理

は平成9年度、10年度に行った。

5本書の地形図は、県農政部から提供を受けたも

のをもとにして作成した。

6現地調査での実測及び写真撮影は、水野哲郎・

戸田清恵が行った。また、遺構実測の一部を㈲埋

蔵文化財サポートシステムに委託した。

7遺物の実測は水野・竹田知美・横山明代・宮寄

まい子・上山光美・前屋敷和美が行った。また、

遺物実測の一部を㈲埋蔵文化財サポートシステム

に委託した。土器拓影は整理作業員12名であたっ

た。遺構製図及び遺物製図は竹田・横山・宮寄・

林ゆり・上山・前屋敷が行った。遺物の写真は村

田百合子・水野・竹田が撮影した。

8木器の樹種同定は㈱パリノサーベイと吉田生物

研究所に依頼した。

9本書の執筆は水野が行った。

10本書の編集は水野があたり、校正に際しては

竹田・宮寄・前屋敷が補助した。

例凡

1現地での実測図は、以下の縮尺で作成した。

礎石建物・掘立柱建物20分の1

土坑・竪穴式住居20分の1

井戸・土器溜10分の1

また、本書収録の際には以下の縮尺となった。

礎石建物・掘立柱建物80分の1

土坑・竪穴式住居40分の1

井戸30分の1

士器溜20分の1

2遺構の方位は真北である。

3遺構は以下のように記号化した。

礎石建物・掘立柱建物＝SB

柱列＝SA土坑＝SK

井戸＝SE 溝＝SD

不明遺構＝SX集石＝SG

4出土遺物の番号は、各図版ごとに通して付した。

例えば、第20図の1番の遺物であれば20-lのよ

うに表記した。なお縮尺は、古銭・小型の青銅器

は1分の1，青銅器・鉄器は2分の1、他は3分

の1で一部が6分の1である。

5出土遺物の解説は本文中に記した。
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第I章調査の概要

第1節調査に至る経緯
度の前半には二本木前遺跡Ⅱ区2,100㎡の調査を行

うが、調査区の拡大などもあって調査期間が延長さ

れ､予定より遅れての着手である。調査面積は1,600

㎡･調査着手後間もなく、調査地が3面の良好な中

世の文化層を持つ遺跡であることがわかった。各文

化層の調査や、包含層の除去などに予想外の時間が

掛かるために、速やかに県農政部と協議を行った。

その結果､当初の調査完了予定を3ケ月延長し､1996

（平成8）年3月末日には全ての調査を完了した。

1調査の契機㎡･調査着手後間もなく、調査地が3面の良好，

1989（平成元）年度より県営圃場整備事業白水西世の文化層を持つ遺跡であることがわかった。4

部地区の事業が計画された。これは「区画形状の改化層の調査や、包含層の除去などに予想外の時『

善、道路網の配置、用排水の分離、暗渠排水等の総掛かるために、速やかに県農政部と協議を行っ7

合的な整備を行い、大型機械化営農体系の確立と農その結果､当初の調査完了予定を3ヶ月延長し､1

地の高度利用並びに流動化を推進して、中核的担い（平成8）年3月末日には全ての調査を完了し7

手農家の利用集積、生産組織の強化、生産コストの

低減を図り、農家経営の安定を目指す｡」という、4調査の組織

いわゆる農業の近代化を図る目的で着手されたもの【1993（平成5）年度試掘調査】

である。受益面積は265haの大規模な農業基盤整備調査責任者大塚正信(首席教育審議員兼文化課

事業である。 平野芳久（教育審議員兼課長補佐）

調査総括島津義昭（調査第1係長）

2事業照会と予備調査の経過調査担当古森政次(文化財保護主事）

県農政部から同事業の計画が提出されたことを受長谷部善一（学芸員）

けて、文化課では1989（平成元）年度に遺跡台帳の調査事務局松崎厚生（課長補佐）

照合と現地踏査を実施した。その結果、杉の本遺跡、木下英治（主幹兼経理係長）

二本木前遺跡、祇園遺跡、南鶴遺跡、吉田城跡など高漬保子（参事）

の地点を埋蔵文化財包蔵地が存在する可能'性が高い 相馬治久（参事）

ところと判断した。その後速やかに踏査結果を県農中村幸宏（参事）

政部に報告し、試掘・確認調査の必要な旨を通知し【1995（平成7）年度本調査】

た。調 査 責 任 者 桑 山裕好（文化課長）

祇園遺跡の確認調査は、平成5年12月に実施した丸山秀人（課長補佐）

（文化財保護主事古森政次､学芸員長谷部善一)。調査総括島津義昭（主幹兼調査第1係長）

その結果、多数の柱穴や土坑、青磁・白磁・播鉢な調査担当水野哲郎（文化財保護主事）

ど中世の遺物が多く確認され、当該地に埋蔵文化財戸田清恵（嘱託）

包蔵地の存在が認められることと、その範囲や深度調査事務局白井哲哉（教育審議員兼課長補佐）

を明示した報告書を農政部に通知した。また、今後高漬保子（参事）

の措置として、工事施工の上で埋蔵文化財包蔵地を高宮優美（主任主事）

掘削する地域については、発掘調査が必要である旨東修（主事）

を農政部局へ通知した。調査指導・助言及び協力者（敬称略・順不同）

その後の協議で、遺跡保存のために耕地設計の変山本信夫（太宰府市教育委員会）

更を要請し､設計上やむなく掘削せざる得ない面(第狭川真一（太宰府市教育委員会）

1，2図スクリーントーン部分）については発掘調美濃ロ雅朗（熊本市教育員会）

査 を 実 施することとなった。鶴島俊彦（人吉市教育委員会）

【1997（平成9）年度報告書作成】

3発掘調査の進捗調査責任者豊田貞二(文化課長）

調査は1995（平成7）年10月より調査着手。同年丸山秀人（教育審議員兼課長補佐）

一3－

4調査の組織

【1993（平成5）年度試掘調査】

調査責任者大塚正信(首席教育審議員兼文化課長）
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第1節調査に至る経緯

調査総括松本健郎（主幹兼調査第1係長）

調査担当水野哲郎（文化財保護主事）

竹田知美（嘱託）

林ゆり（臨時）

隈部香織（嘱託）

調査事務局石原昭宏（課長補佐）

江尻靖子（総務係長）

岸本誠司（主事）

川口久夫（主事）

東修（主事）

調査指導・助言及び協力者（敬称略・順不同）

長谷部築爾（出光美術館）

楢崎彰一（瀬戸市埋蔵文化財センター）

藤 沢良祐（〃）

城ケ谷和広（〃）

桜木晋一（下関市立大学）

江浦久志（天草創磁久窯）

原田昭一（大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館）

【1998（平成10）年度報告書作成】

調査責任者豊田貞二（教育審議員兼文化課長）

川上康治（課長補佐）

調査総括松本健郎(課長補佐調査第1係担当）

調査担当水野哲郎（文化財保護主事）

竹田知美（嘱託）

横山明代（臨時）

上山光美（臨時）

調査事務局伊津野博（課長補佐）

小斉久代（総務係長）

岸本誠司（主事）

川口久夫（主事）

東修（主事）

調査指導・助言及び協力者（敬称略・順不同）

山本信夫（太宰府市教育委員会）

美濃ロ雅朗（熊本市教育委員会）

中原幹彦（植木町教育委員会）

第2節調査の方法と経過

1調査の方法

まず重機による表土剥ぎを行い、作業員の手作業

による清掃を行った。引き続き、実測図作成のため

に、国土座標軸にあわせたグリッドを調査区内に設

定した。設定したグリッドの一辺の長さは10mであ

り、これを大グリッドと呼ぶ。また、それぞれの大

グリッドには北から南にA～H、東から西へO～4

までの番号を振り分け遺構の場所を示す基準とした。

また、それぞれの大グリッドを1m四方の小グリッ

ドに分割し実測の基準とした（第5図参照)。

調査地は遺物包含層が厚く、表土剥ぎも、遺物が

頻出する黒ボク土で止めている。その後、土層の確

認のために、トレンチを数本入れ堆積状況の確認を

行う。その結果、包含層は20～80cmにわたり、約3

枚の中世の文化層が有ることを確認した。土層は後

述のようにⅨ層まで分割することができ、各大グ

リッドを更に16分割した小グリッド(2.5m×2.5m）

に分けて、各小グリッドごとに上層から包含層を除

去して遺物を取り上げ、遺構を確認できる面まで掘

り下げた。しかし、結果的に遺構を明確に確認でき

たのは第Ⅷ層上面であり、特に上層の各文化層での

遺構確認はできなかった。

遺構には掘立柱建物、柱列、土坑、井戸、土器溜、

溝などがあった。以下、それぞれについて調査方法

を示す。

掘立柱建物、柱列は、調査区の清掃後に柱穴を観

察し、柱穴の大きさ、埋土の状態、柱穴の配列・間

隔などを考え併せて建物の単位を確定した。柱穴同

士の切り合いより新旧が判断できたものもあった。

その後、柱痕跡を確認し、写真撮影を行った。それ

ぞれの柱穴について埋土を半割し、堆積状況を観察

した上で平面図・断面図を完成させた。実測方法は、

調査区全域に柱穴が広がっていたため、掘立柱建物

の柱穴も含めてグリッドに合わせて調査区全域の平

面図をとり、その後個別の掘立柱建物の遺構平面図・

断面図を作成した。実測図の縮尺率はl／20である。

土坑は、遺構の平面形を確認の後、土層堆積の状
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第1章調査の概要

況を確認するためにベルトを残して発掘を行う。次

に土層観察と土層断面図の作成、そして写真撮影を

し、その後にベルトを取り除いて平面図及び断面図

を完成させる。実測図の縮尺率はl／20である。

井戸の調査も、基本的には土坑などと同様の方法

でなされた。ただ、遺構の’性格上かなり深いものが

あり、完掘できなかったものもある。また、埋土が

泥炭質のためベルトが設けにくく、深度の深いとこ

ろまで観察するまでに、ベルトがくずれたものも

あった。縮尺率は1／10である。

溝の調査は、遺構の平面形を確認の後、士層の堆

積状況を確認するためのベルトを残して発掘を行う。

その後に土層の堆積状況を確認し、士層断面図と平

面図を作成。縮尺率は1／20である。

写真はモノクロとカラースライドの2種類で撮影

した。写真機の種類は35mの一眼レフと、重要遺構

については中型カメラを用いた。撮影はそれぞれの

遺構について2方向から3枚ずつを基本としている。

また、調査の最終段階でラジコンヘリによる空中撮

影を行った。

2調査の経過

本調査は1995(平成7）年の9月より始まり、1996

(平成8）年の3月に終了している。以下その経過

を月ごとに記したい。

1995（平成7）年度

【9月】

調査開始の月。二本木前遺跡Ⅱ区の調査を行って

いるが、二本木前遺跡が調査区の拡張のために調査

期間が延長されたため、祇園遺跡も先行して調査に

着手し、両現場平行して調査を進めることとする。

表土剥ぎを行うが、耕作土、床土を取り除いた後、

鯵しい遺物が出土し始めたため、重機による表土剥

ぎは黒ボク上層で止め、手堀りに切り替える。土層

の確認のため北側に東西のトレンチを入れる。包含

層の除去のため、大グリッドを16の小グリッドに分

割し掘り下げることにする。祇園遺跡にあてる作業

員は、二本木前遺跡と半々に割り当てる。

【10月】

秋を迎えた阿蘇は風も涼やかで、山々を覆うスス

キの穂が秋の日に照らされてまぶしい。

D、E区の包含層の掘り下げを行う。瀬戸の茶入

れや緑紬の盤など多種の陶磁器が出土し、遺物の豊

富さを伺うことができる。

【11月】

包含層の除去のできた部分より掘立柱建物の検出

を行う。包含層の発掘は、E，F区などの南側を行

う。南側は包含層が厚く、遺物の出土も多い。包含

層の除去など、予想外に時間がかかるため、県農政

部と協議の結果3月まで調査期間を延長することを

確認。

【12月】

遺跡南側より、石組みの雨落溝に簡易な基壇を持

つ大型建物を検出。遺構中央より磁州窯系鉄絵壷が

出土。同壷が完形で出土するのは全国で初めてであ

り、新聞・テレビ等の取材を受ける。調査区に隣接

する地域での排水路の掘削工事も、遺跡にかかるこ

とがわかったために緊急調査に入る。

【1月】

年が明けて阿蘇の冬は厳しさを増して、現場は毎

日のように凍結をしている。包含層の掘り下げも遺

構の精査も、昼の氷解を待たなければできない。調

査面の氷が無くなった後、今度は現場がぬかるみ、

いずれにしろ困難な状況が続く。

包含層を掘り進める一方で掘立柱建物などの遺構

を検出し、実測を進める。

【2月】

調査期間もあと2ヶ月となり調査も大詰めに入る。

包含層を掘り下げて、遺構が検出できるところは検

出をして確定し、一方で実測を続けるという自転車

操業の毎日。

遺構も掘立柱建物が20棟を越え、土器溜7基、井

戸2基など充実をしている。

冬の寒さも本格化し、強い北風に身を縮める。降

霜、凍結、降雪はざらで、悪天候に作業を中断する

こともしばしば。そんな中、地元の作業員さんはさ

すがに寒さに強く、横殴りの雪の中、作業の中止を

呼びかけると、「まだまだ序の口」と言いながら作

－7－



第2節調査の方法と経過

業を止めないということもよくあった。調査日程の

逼迫に’悩まされる中、とてもありがたいことであっ

た。

【3月】

北風が吹き付ける合間にしばしば暖かい南風も吹

きはじめ、厳しい寒さが続く中にも春が近づいてい

ることを感じる。

包含層は全域掘り上げ、残るは霧しい遺構の実測。

遺構実測の一部を㈲文化財サポートシステムに委託

をするとともに文化課からも手助けを得て、ひたす

ら実測にあたる。調査終了予定日のぎりぎりまで実

測を続け、全日程を終了する。
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第Ⅱ章遺跡の概要

第1節遺跡の環境

1地理的環境

祇園遺跡は、熊本県阿蘇郡白水村大字一関字祇園

に所在する。阿蘇郡は熊本県の北東部に位置してお

り、世界最大の阿蘇カルデラ、すなわち阿蘇山とそ

の外輪山を中心とした地域である。郡内を地域的に

大別すれば、阿蘇カルデラ火山内部の中央火口丘山

麓と火口原、および外輪山内壁斜面、外輪山外麓斜

面とすることができる。内部の火口原は、中央火口

丘を境として、北部の阿蘇谷と南部の南郷谷に分か

れる。阿蘇谷は取り囲む外輪山頂部が平たく、その

懐には広大な平坦地が広がっているのに対し、南郷

谷の外輪山頂部は凹凸が激しく、しかも高い。後者

では、火口丘と外輪山が迫っているために平坦部が

狭く、東西に細長く弧を描いた谷部を形成している。

谷中央部を切るようにして白川が流れ、南郷谷西端

で阿蘇谷より流れ来る黒川と合流し、熊本平野へと

流れ落ちる。集落は北の火口丘斜面、及び外輪山内

壁斜面と平坦部の接点に発達し、白川に沿うように

続いている。

白水村はこのような南郷谷のほぼ中央部に位置し、

北部の御篭門山や烏帽子岳などの1,100～1,300,級

の山々を背にした緩傾斜地上にある。

一帯は、溶結凝灰岩を基盤として火山灰質の酸性

土が覆い、土地は決して肥沃ではない。また、阿蘇

山系の裾野にあたるため、村内至る所に湧水池が多

く、古代より生活や農業・文化の面で村を潤す一方、

同時に災厄ももたらしてきた。阿蘇山に降り注いだ

大雨は土石流となって、谷の迫ったこの地域を何度

となく襲い被害を与えてきた。中岳の噴火によって

もたらされ、家畜や農作物に被害を与える火山灰と

ともに、この地域の人々の生活は古来、自然との闘

いであったことは想像に難くない。

2歴史的環境

｜日石器・縄文時代

阿蘇地方を概観した場合、旧石器時代の遺跡は外

輪山内壁斜面・外麓斜面に点々と見られる。外輪山

北部では大観望遺跡、湯浦遺跡、長倉坂遺跡（阿蘇

町）などがそれであるが、外輪山南西部では大矢野

原（矢部町～西原村）には十数カ所の遺跡群がある。

しかし、カルデラ内においては旧石器の遺跡は発見

されておらず、実態は不明である。

縄文時代の遺跡は、早期から晩期まで間断なく見

られ、出土地点の粗密はあるが、この地方のほぼ全

域に縄文人の痕跡を認めることができる。遺跡の傾

向を概観すると、2種類に分けることができる。ひ

とつは各期土器が出土して長い期間存続したと見ら

れる生活遺跡である。もうひとつは1時期の土器し

か出土しない遺跡で、この中には土器を伴わず、石

錬を中心に石器のみ出士する外輪山高所の小遣跡も

含む。この2つの遺跡のあり方は、センター的役割

を持った拠点集落と狩猟採集中の短期間の滞在を示

すものと解釈できる。南郷谷では、点的な土器採集

例はあるが、集落跡などのまとまった遺跡はなく、

その実態は明らかでない。

弥生時代

南郷谷において、前期・中期の実態は明らかでな

く、現在知られているものは、概して弥生後期の遺

跡である。遺跡は主に、低地に臨む麓に立地するも

のと、丘陵地に立地するものがある。低地の遺跡を

代表するものは、白水村の南鶴遺跡がある。後期の

集落跡と考えられ、1974（昭和49）年の耕地整理作

業中に大量の壷・髪・石斧・雛などの遺物が発見さ

れ、1999（平成11）年より圃場整備事業に伴い白水

村教育委員会により調査が行われている。一方丘陵

地の遺跡では、西原村の谷頭遺跡がある。この遺跡

は外輪山の西斜面標高約450mの高所にあり､水田耕

作には不適の地である。注目されるのは、竪穴住居

の中より多量の磨製石繊の製品・未製品とともに、

石包丁の完成品と未製品が出土したことである。長

陽村沢津野遺跡も同様の性格の遺跡と思われるが、

平坦部の水田耕作を中心とする集落との交流を想起

させるものである。

先の南鶴遺跡に見るように、南郷谷に稲作が始ま

り、集落が形成されるのは少なくとも弥生後期から

である。立地は火口丘より谷部へ延びる台地の先端

部、もしくは外輪山内壁斜面であり、平坦部との境
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第3図周辺遺跡図（1）
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第Ⅱ章遺跡の概要

第1表周辺遺跡地名表（1）

No． 遺跡名称 遺跡 時代 所在地

1 二本木前遺跡 館跡・寺院 鎌倉・室町・江戸 白水村中松（通称御寺）

2 祇園遺跡 館跡・寺院 鎌倉・室町 白水村一関祇園

3 片山寺 寺院 鎌倉・室町 久木野村久石桑原鶴（大四郎さん）

4 妙音寺 寺院 室町 久木野村久石本田

5 天徳寺跡 寺院 平安・鎌倉 久木野村久石西一丁田

6 東福寺跡 寺院 久木野村久石(通称上二子石)・五の小石

7 無量寺跡 寺院 鎌倉 白水村両併寺山

8 古坊中僧坊跡（西巌殿寺跡） 寺院 平安 白水村中松古坊中

9 長徳寺跡 寺院 長陽村長野中江ノ前

10 光雲寺 寺院 鎌倉 長陽村河陽宮寺鶴

11 柿野釈迦堂跡 寺院 久木野村河陰西鶴

12 西野宮社（吉祥寺） 寺院 平安 長陽村東下田

13 祇園社（下市八坂神社） 神社 飛鳥 白水村祇園

14 高森阿蘇神社 神社 平安 高森町冬野

15 長野城跡 城跡 長陽村長野陣内

16 下田城跡 城跡 鎌倉・室町 長陽村河陽正伝寺

17 鼠±城跡 城跡 中世山城 久木野村河陰東屋外

18 滋水城跡 城跡 中世山城 久木野村河陰猶須原

19 駒返城跡 城跡 鎌倉 久木野村城山

20 白禿山城跡 城跡 鎌倉・室町 久木野村久石上駄原

21 陳林遺跡 久木野村久石陳林

22 峰城跡（壇城跡） 城跡 鎌倉・室町 白水村中松壇城

23 吉田城跡 城跡 鎌倉・室町 白水村吉田城後

24 竹崎屋敷跡 館跡 鎌倉 白水村両併（通称竹崎）

25 市下城跡 城跡 鎌倉・室町 白水村両併城山

26 高森城跡 城跡 鎌倉・室町 高森町城山

27 村山城跡 城跡 高森町城平

28 上色見古墳群（中大村古墳） 古墳 古墳 高森町上色見大村

29 上色見石棺 古墳 古墳 高森町上色見下大邑

30 狩塚古墳 古墳 古墳 高森町色見小倉原

31 内山遺跡 散布地 高森町城山下

32 上の園古墳群 古墳 古墳 高森町上園穿戸

33 前畑横穴群 横穴古墳 古墳 白水村前畑

34 年の神遺跡 散布地 高森町小鶴

35 白川水源遺跡 散布地 白水村白川出口

36 倶利加羅谷遺跡 散布地 白水村白川倶利加羅谷

37 新町遺跡 散布地 縄文 白水村吉田城後

38 上積遺跡 板碑群・散布地 鎌倉 白水村吉田上積

39 遺跡名不明 散布地 縄文・弥生 白水村一関

40 遺跡名不明 散布地 平安 白水村一関

41 六の小石古墳群 古墳 古墳 久木野村久石六の小石

42 二子石遺跡 散布地 弥生 久木野村久石（通称上二子石）

43 南鶴遺跡 散布地 弥生 白水村吉田南鶴

44 遺跡名不明 散布地 弥生 白水村一関

45 本田遺跡 集落跡 平安・鎌倉 久木野村本田

46 西一丁田遺跡 集落跡 弥生・古墳・平安 久木野村西一丁田

47 柏木谷遺跡 散布地 弥生・古墳・中世 白水村久石

48 平原遺跡 散布地 久木野村久石平原

49 猶須遺跡 散布地 久木野村河陰猶須原

50 阿弥陀堂板碑 板碑 平安 久木野村河陰摺野

51 杉の本遺跡 集落跡 奈良 白水村中松

52 河陽遺跡 埋蔵銭 鎌倉 長陽村河陽村の上

53 長陽中学校遺跡 集落跡 弥生 長陽村河陽村下

54 吉岡の経塚 経塚 平安 長陽村長野吉岡

55 湯大迫の宝薩印塔 薩印塔 鎌倉 長陽村長野湯大迫

56 乙ヶ瀬遺跡 散布地 長陽村長野（通称乙ケ瀬）

57 京大火山研究所遺跡 散布地 長陽村河陽高野

58 含蔵寺 寺院 室町 高森町須坂

59 御手水遺跡 散布地 弥生 白水村御手水

60 ナンゾウ坊 縄文・弥生・古墳・中世 久木野村ナンゾウ

61 小無田鶴 集落跡 縄文・弥生 久木野村小無田鶴

62 佐川官兵衛の墓 墳墓 長陽村河陽黒川

63 山久保遺跡 散布地 長陽村山久保

64 下田東城跡 城跡 長陽村河陽東下田

65 隠谷御所遺跡 久木野村河陰柿野の上

66 摺ノ尾遺跡 散布地 弥生 久木野村河陰摺ノ尾

67 東一丁田遺跡 集落跡 久木野村東一丁田

－13－



粥1節世跡の環境

第4図周辺遺跡図（2）（1/400,000）
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第Ⅱ章遺跡の概要

辺遺跡地名表（2）

No． 遺跡名称 遺跡 時代 所在地

1 満願寺 寺院 南小国町

2 国造神社 神社 一の宮町手野

3 阿蘇神社（神陵古墳） 神社 一の宮町宮地宮園

4 西厳殿寺（現） 寺院 阿蘇町黒川坊中

5 古坊中僧坊跡（西巌殿寺跡） 寺院 平安 白水村中松古坊中

6 峰城跡（壇城跡） 城跡 鎌倉・室町 白水村中松壇城

7 二本木前遺跡 館跡・寺院 鎌倉・室町・江戸 白水村中松（通弥御寺）

8 駒返城跡 城跡 鎌倉 久木野村城山

9 浜の館跡 館跡 室町 矢部町城平東前田

10 岩尾城跡 城跡 矢部町城原本丸二の丸

11 囲城跡 城跡 中世 矢部町菅野添

12 福城寺 寺院

13 甲佐社 神社

14 豊内城跡 城跡

15 陣内館跡 館跡

16 御船城跡 城跡

17 健軍社 神社

18 郡浦社 神社

に湧き出す湧水を利用した水田耕作であったことが

想像される。他に久木野村の西一丁田遺跡、柏木谷

遺跡、摺尾遺跡、小無田鶴遺跡、二子石遺跡など、

外輪山内壁斜面に弥生の集落が多く見られる。また、

長陽村の長陽中学校遺跡や京大火山研究所遺跡も集

落跡として知られる。

古墳時代

古墳時代になると南郷谷にも古墳が作られるが、

阿蘇谷が中通古墳群を中心とした多くの古墳群に

よって華やかな古墳文化を形作るのに対して、南郷

谷の方は分布が希薄で系統的な整理に至っていない。

大まかな分布は、谷中央部から東側部分にかけての

外輪山丘陵尾根部や斜面に立地している。

高森町の上色見古墳群は6基以上の石棺が分布し、

人骨とともに鉄剣が出土した。同町の上ノ園古墳群

は、1基の円墳と2基の箱式石棺からなり、太刀、

銀環、鉄鎌、馬具などが出土した。久木野村の六ノ

小石古墳群は4基の円墳からなり、l号墳から金銅

製鈴、水晶製切子玉、刀子、鉄鎌が出土し、遺物よ

り6世紀後半のものと思われる。また、同村柏木谷

遺跡では圃場整備にともなう調査が実施され、方形

周溝墓12基、円形周溝墓9基、円墳1基の存在が確

認された。円墳は4世紀代のものと推定されており、

外径34.5mで、南郷谷では最大規模のものである。

古代

古代律令制において南郷谷は阿蘇郡に属し、本遺

跡の位置する白水村は､『和妙抄』の中の知保郷にあ

砥用町甲佐平

甲佐町上場

甲佐町豊内南谷川

甲佐町豊内陣の内

御船町下囲

健軍本町

三角町郡浦

たるものと考えられている。国造の伝統を持つ阿蘇

氏は、阿蘇社神主と郡司を兼任する存在であったと

思われ、南郷にもその影響力は及んでいたものであ

ろう。

白河天皇の承暦年間に、阿蘇荘が四至を定めて立

荘された(阿蘇文書)。すなわち、奈良・平安初期以

来私営田領主として出発した阿蘇氏は、古代末期に

は、阿蘇郡においてその領主権を確立したのである。

荘園の形態としては本家は王家領（烏羽院→美福門

院→安楽寿院)領であり､領家職は村上源氏が伝領し

た。阿蘇氏は下司的地位を確保したのである。

古代の遺跡は不明な点が多いが、1992（平成4）

年度に調査が為された杉の本遺跡（白水村）は奈良

時代の大規模な掘立柱建物や竪穴住居の住居群が検

出きれた。特に掘立柱建物は規模が大きく、当時の

開発領主層の建物跡と推測され、南郷谷において本

格的な荘園支配が始まる前の集落形態を示す遺跡と

して注目される。また、南郷谷には古代から中世に

かけての神社・寺院が多く、中岳噴火口西方の西巌

殿寺（古坊中）は8世紀に起源を持つと伝えられ、

白水村の祇園社は9世紀に起源をもつものという伝

承がのこる。

中世

文献上の｢南郷大宮司｣の初見は､『吾妻鏡』の治承

5(1181)年の記述である。すなわち、南郷大宮司‘惟

泰が菊池隆直とともに平家に背く、という記述であ

り、この時期までに阿蘇氏が阿蘇谷より南郷の地へ
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第1節遺跡の環境

移り住んでいることが判る。鎌倉幕府が成立すると、

北条氏が阿蘇本社領及び甲佐、健軍、郡浦の三末社

領の地頭職並びに預所職を有し、阿蘇氏に安堵状を

与えている。南北朝期になると中央の政治情勢を反

映して、南郷谷も複雑な政争に巻き込まれる。阿蘇

氏は当初南朝方に属し、鎮西探題を襲撃するなど積

極的な行動を見せる。しかし、足利尊氏の九州下向

時に庶流坂梨孫熊丸を大宮司に補任したため、時の

大宮司惟時は矢部に拠り、ここに阿蘇氏は南郷（北

朝)矢部(南朝)の両大宮司家に分立することになる。

南郷谷には中世城や寺院跡、板碑などの石碑類が

点在し、数も多い。その多くが本遺跡の周辺に分布

しており、当該地域が中世において重要な地域で

あったことが想像される。1994,5（平成6，7）年

度に調査の行われた二本木前遺跡からは、方一町の

大規模な濠にかこまれた方形居館跡が検出されてお

り、本遺跡とあわせて「南郷大宮司館」と推定する

ことができる。またこの地域は、北部の阿蘇谷から

阿蘇中岳（古坊中)、南郷谷、さらに南外輪の駒返

峠を越えて矢部町の「浜の館」を繋ぐ街道が走って

いる（第3．4図)。「浜の館」は発掘調査によって

戦国期の阿蘇氏の居館跡であったことがわかってお

り、阿蘇氏発祥の阿蘇谷東部から矢部町浜の館まで、

「阿蘇氏」をキーワードに歴史の道をたどることが

できるのである。

近世

天正15年、豊臣秀吉の九州出仕後、南郷は佐々領

となり、その後加藤、細川領と変遷する。細川藩政

では手永制が敷かれるが、現白水村は高森手永に属

する。手永会所は最初高森に置かれたが、後に吉田

新町に移され、白水村を中心とする南郷谷中央部は

政治・経済の中心地と位置づけることができる。

南郷谷の近世の遺跡はほとんど知られておらず、

考古学的なアプローチがほとんど為されていないの

が現状である。今後の資料の集積・整理が待たれる。

第2節遺跡の概要

今回発掘した祇園遺跡は、熊本県阿蘇郡白水村大

字一関に所在している。前節でも見たように、立地

する場所は阿蘇南郷谷中央、阿蘇五岳が白川に向け

て緩やかに下降する末端に位置する。遺跡は1級河

川白川と支流高木川に挟まれ､白川までは南へ120m、

支流高木川まで北へ20mである。大規模な方形の濠

に囲まれた館遺構である二本木前遺跡とは指呼の問

にあり、祇園社や白禿山城など中世の遺跡が集中す

るところである。標高は約407～411mである。

発掘調査は県営圃場整備事業（白水西部地区）に

伴って1985（平成7）年度に実施された。その結果、

鎌倉時代初期～室町時代、さらには縄文時代、弥生

時代、平安時代の遺物が検出された。遺跡の中心は

中世の遺構と遺物であるが、以下にその概要を示し

たい。

僅か1,600㎡の調査区であるが､同遺跡には12世紀

から15世紀にかけての濃密な包含層があり、時代相

が顕著なものだけで3つのピークを認めることがで

きる。すなわち、12世紀半ば、13世紀半ば、14世紀

半ばのものである。包含層からは輸入陶磁器、東播

系須恵器・常滑窯・瀬戸窯・備前窯などの国内広域

流通品、土師器・須恵質土器などの在地土器を中心

に影しい遺物が出土した。特に、12世紀から14世紀

にわたる輸入陶磁器は、その質・量・バリエーショ

ンともに特筆に値し、その集積度と内容は、熊本県

の他の調査事例にないものである。貿易港博多の都

市遺跡群に匹敵するその内容は、阿蘇という地域性

も考え併せてきわめて異彩を放っている。また、国

内広域流通品の種類も豊富で、東海・東播・京都・

吉備・筑紫・肥前など様々な地域の流通品が早い段

階で阿蘇の地にもたらされていることがわかる。

一方、遺構も、その規模や密度は注目に値する。

遺跡の中心の掘立柱建物は、大型建物を中心に38棟

が確認され、立て替えをしながら数百年間存続して

いることがわかる。その規模や構成はまさに中世の

武士の居館にふさわしい内容のものである。また、

水分を保った遺跡であるため、掘立柱建物の柱が廃

棄された状態で残っているのも特徴的である。

『吾妻鏡』などの文献資料によれば、平安時代末

期には阿蘇氏が南郷の地に居を移して｢南郷大宮司」

と呼称されたことがわかるが、今回の発掘調査の結

果により本遺跡は、先述の二本木前遺跡とともにそ
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第2節遺跡の概要

の有力な候補地としてあげることができるだろう。

第3節遺跡の層位と包含層

本遺跡は厚い包含層に覆われており、時代幅は12

～15世紀というほぼ中世のみにかぎられている。遺

跡の立地が阿蘇山裾野の緩斜面の末端にあり、白川

と高木川に挟まれた地理的環境から、土石流の常襲

地であったという地域’性にもよると思われ、土層の

ほとんどは基本的に砂質土である。調査に先駆けて、

遺跡内の基本土層をとらえるために9ケ所にトレン

チを設定した（第6図)。各トレンチにより層の粗

密があるが､'基本的に9層に分層することができる。

ここでは、最初に基本土層を示し、次に9箇所の土

層断面図を示して遺跡の大まかな包含層の状況を捉

えたい。

なお、調査の初期の段階ではⅢ層以下をⅢ,Ⅲ”

と分類していたが、特にⅢ，を細分化できることが

わかり以下のように確定した。

【基本土層】

第1層表土層

耕作士。粘質で小粒の砂が混じる。

第Ⅱ層床土層

細かい砂質で、ザラザラとしており、鉄分が多

く堅い。層が厚く、数枚の床土の集合層である。

第Ⅲ層淡灰色士層

砂質で締まっており、鉄分も混じるが床土層に

はなっていない。カーボンや遺物も混じる。

第Ⅳ層灰色士層（旧Ⅲ,）

粘質で柔らかい。カーボンや遺物が混じる。東

側には少ない。14世紀半ば～15世紀初頭の層を包

含する。

第V層黄褐色土層（旧Ⅲ，）

きめ細やかな砂質で、粘りもある。整地のため

に人為的に作られた層で、遺構に伴い南側に多く

堆積する。14世紀初頭～半ばの遺物を包含する。

第Ⅵ層黒褐色土層

砂質でザラザラしており、しまりがある。遺物

やカーボンが多い。14世紀初頭～半ばの遺物を包

含する。

I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ．Ⅸ

第Ⅶ層黒褐色土居（旧Ⅲ'）

粘質で層上面にはカーボンが

著しく多い。カーボン上位に砂

利を敷いた部分もあり、火災後

の整地層である。遺物霧しい。

13世紀初頭～後半の遺物を包含

する。

第Ⅷ層暗褐色土層（旧Ⅲ"）

砂質で柔らかい。カーボンが

しばしば混じり、遺物も多い。

12世紀半ば～後半の遺物を包含

する。

第Ⅸ層灰黒色土層

砂質でしまりがある◎遺跡北

側でX層の上位層である。Ⅷ層

とほぼ同位であると思われ12世

紀半ば～後半の遺物を包含する。

第X層灰褐色士層

砂質で鉄分がカチカチに固まる。地山。

土層断面図①（第7図）

E・F区の1．2区の境に設けたトレンチの観察

図。観察は東側より。層序はⅧ～Ⅳ層まで観察でき

る。SDO2の断面を切っており、同遺構がⅧ層の下

層より掘り込まれていることが判る。すなわち、Ⅷ

層上層の漸移層がSDO2の上層に堆積するため、こ

の遺構が遺跡の最古期にあたることが判る。E－2

区のⅧ層上面には鉄分の堆積した硬化層がある。土

層の堆積はF－2区で乱れるが、SB12、13等の大

型建物の切り合いの激しいところであり、建物建築

時の地均しによる撹乱を見ることができる。

±層断面図②（第7図）

F－1．2．3区の北側に設けたトレンチの観察

図。観察は南側より。層序はⅧ～Ⅳ層まで観察でき

る。SDOlの断面を切っており、同遺構がⅧ層の下

層より掘り込まれていることが判る。ほとんど地山

に近いところからの掘り込みで、この遺構が遺跡の

最古期にあたることが判る。SDO1上層は鉄分の堆

積で硬化している。また、建物群の集中するところ

で柱穴が多く、F－l区では地均しによる土居の損
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第3節遺跡の層位と包含層

1’
引
冨
奇

ｅ
国
回
壷
皿
Ｈ

儒畑凶意

I
＠
国
掴
盟
幽
Ｈ

つ
つ
ゆ
・
ｍ
Ｃ
昔

Ｅ
国

’

○

－
－
」
｜
国
ｌ
」

11

’

’
|I

』
国
ｌ
山
一
国
ｌ
」

、
』

’

ノ

I

’ 第7図土層断面図（1）（1/60）

－20－



第Ⅱ章遺跡の概要

Ｅ
国

‐

③
園
庖
盟
睡
Ｈ

ロ
○
ぬ
』
函
○
奇」

一
山

房

1
目||亘房

◎
園
回
盟
幽
Ｈ

ヨ
ミ

宮

一
つ
山
の

目目

園
つ
色
の

リ

’」
｜
の

ｇ
ヨ四

一
口

第8図士層断面図（2）（1/60）

－21－



第3節遺跡の層位と包含層

司
胃

｜
国
’
四

ｌ

の
Ｉ
。
｜
国
Ｉ
車

Ｅ
国◎

園
個
塩
哩
判

I 。

国
’
四
一
の
’
四

◎
園
個
盟
哩
Ｈ

畠
割

』‐
ヨ
零

ｅ
園
掴
盟
睡
Ｈ

国
’
四
一

ｇ
罰

の
’
四
一’

第9図土層断面図（3）（1/60）

－22－
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乱を見ることができる。

土層断面図③（第8図）

F－3．4区の西側壁面に設けたトレンチの観察

図。観察は東側より。層序はⅧ～I層まで観察でき

る。遺構の疎な部分で、柱穴を観察することができ

るが、土層の撹乱は少ない。Ⅶ層より上層の包含層

が薄く、Ⅵ．V層は消失している。逆にⅡ層の床土

層が厚いため、砂層の浸食により上層の包含層が消

失したものと見ることができる。

土層断面図④（第8図）

E・F・G－2区の中央に設けたトレンチの観察

図。観察は西側より。層序はⅧ～Ⅳ層まで観察でき

る。SDO2の断面を切っており、同遺構がⅧ層の下

層より掘り込まれていることが判る。また、SEOl

の断面も切っており、Ⅶ層上面から掘りこみがあり、

V・Ⅳ層の堆積があることが判る。また、建物群の

集中するF区では、柱穴や、地均しによる土層の撹

乱を見ることができる。また、F・G区のⅦ層上面

には川原石を多く見ることができる。

土層断面図⑤⑥（第11図）

G・H－2区の中央及びG・H－2区の境に設け

たトレンチの観察図。SBOlの断面を切っているた

めSBO1の観察の所で詳述する。

土層断面図⑦（第9図）

G－l区の東側壁面に設けたトレンチの観察図。

観察は西側より。層序はⅧ～Ⅳ層まで観察できる。

SBOlの断面を切っており、同遺構がⅦ層より掘り

込まれていることが判る。また、SBO1内の基壇部

分は、後述のSXOlを埋めて作っているために副次

的な層を見ることができる。また、基壇部分上層に

はV層（黄褐色土層）を見ることができる。また、

V層下には焼土層があり、両者はSBO1の雨落溝を

跨いでおり、建物廃棄後形成もしくは敷かれたもの

と見ることができるだろう。焼土の広がりは、平面

図は第12図に示した。

土層断面図⑧（第8図）

F・G－2区の境に設けたトレンチの観察図。観

察は北側より。層序はⅧ～Ⅵ層まで観察できる。建

物群の集中するところであるため、地均しによる土

層の撹乱を見ることができる。また、Ⅶ層上面には

川原石を多く見ることができる。

土層断面図⑨（第8図）

2．3区のE・D区境に設けたトレンチの観察図。

観察は南側より。層序はⅧ～Ⅵ層まで観察できる。

SDOlの断面を切っており、同遺構がⅧ層の下層よ

り掘り込まれていることが判る。また、SK21の断

面を切っており、同遺構はⅦ層から掘り込んでいる。

また、SEO2の断面も切っており、同遺構はⅧ層上

面からの掘りこみがあり、Ⅶ層の堆積があることが

判る。Ⅷ層下層とⅦ層下層には鉄分の堆積層があり、

硬化している。
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第,Ⅲ章.｜調査とその成果

）第1節遺構とそれに伴う直物
1はじめに8溝 （ S D ）

2礎石建物（SB）－1屋構

－1這構－2置物

－2這物9士器溜

3掘立柱建物（SB）－1士器溜1

－1遺構－2土器溜2

－2置物－3土器溜3

4柱 列（ SA ）－4士器溜4

5士坑(SK）･集石(SG）－5土器溜5

－1這構－6土器溜6

) －2這物－7土器溜7

6竪穴式住居（S｜）

型戸義口紅
第2節

はじめに

|X層の這物

Vlll居の直物

Vll層の遺物
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第Ⅲ章調査の概要

第1節遺構とそれに伴う遺物

1はじめに（第5図）

当該調査区は、前章前節で述べたように、12～14

世紀の包含層が良好に残っているが、包含層の堆積

が北に薄く南に厚いこと、遺構の検出がⅧ層上面で

しか押さえられなかったこと、冬場の阿蘇地区での

発掘という悪条件などが重なって、中世の各時期に

対応する遺構を明確に押さえることができなかった。

それでも、遺構に含まれている遺物や、検出状況よ

り、時期の判明する遺構も多くあるため、ここでは

各遺構を命名のナンバー順に取り上げ、その都度、

判明する時代層について述べて行きたい。また、そ

れぞれの遺構に伴う遺物については各項ごとに取り

上げて行きたい。

遺構の中心を為すものは柱穴群で、遺跡全体にわ

たって無数に多様な時期のものが切り合っている。

その中から、柱穴の埋土の土色が同じのもので建物

としての単位を為すものを掘立柱建物とし、全部で

38棟を検出した。また、雨落溝を配する礎石建物も

1棟検出した。柱列は全部で15基で掘立柱建物と同

じく時期のわかるものとそうでないものがある。土

坑は全部で33基で、明らかに墓坑であることが判る

ものは無かった。竪穴式住居は1棟検出しているが、

小規模なものである。井戸は2基検出したが、両方

とも木製の井戸枠がしっかりと残るもので、それぞ

れ、12世紀、14世紀にあたるものである。また、士

器溜が全部で7基検出できた。それぞれ各時代の土

器の様相を示すものとして注目できる。溝は全部で

5条あり、切り合っている。

2礎石建物（SB）

2－1遺構

SBO1（第10，11図）

遺跡南側（H－2区）に位置する遺構で、SBlO，

18，19，21と重複しており、SBO1が全てを切って

いる。遺構東側が調査区外に入っているため遺構の

全容は不明であるが、遺構周辺に雨落溝を回す長方

形の礎石建物である｡検出範囲で雨落溝の長軸は9.6

m（32尺)、短軸は9m（30尺）である。溝の幅は

24cm程で、欠落している部分もあるが、溝の両脇に

直径20cm大の川原石を配している。溝の西側には砂

利が敷き詰めてある部分も有り、溝の底の全域に敷

いてあった可能'性もある。溝の内側には礎石を配し

大型の建物を建立していたようで、礎石は失われて

いるものの、礎石の基礎になるグリ石を埋めた柱穴

が4カ所検出できた。検出範囲で桁行6.9m(23尺)、

梁行5.4m（18尺）で、検出範囲内で、（2）間×1

間の東西棟建物である。桁行方向はE7oSである。

柱間寸法は桁行2～1で3.2m（約10.7尺)、桁行

3～4で2.7m（9尺）であり、柱4の東隣は消失

している可能’性がある。梁行3～2も間の礎石が消

失している可能‘性がある。

グリ石を配した柱穴は直径40～60cm，深さ16～20

cmである。グリ石の大きさは6～24cm程である。柱

列はほぼ直線に整列する。

柱lの下には土器溜4がある。士器溜4について

は第1節9項で詳述する。

遺構中央西よりのSK33からは磁州窯系鉄絵壷が

完形で出士した（第10，13図)。土坑は長軸が50cm、

短軸が40cmの楕円形で長軸の軸はN17oEである。

深さは、検出面より25cmである。壷は口を南西方向

に向けて横たえて埋納してあった。口縁部には布ま

たは紙のようなもので封をした痕跡があり、封を

破って黒褐色土が壷の下半分に流入している。壷内

には宋銭が数枚納められており、この建物の地鎮な

どの目的で納められた可能'性がある。

遺構上面にはキメの細かい黄褐色の砂質土(Ⅵ層）

が客土として敷いてある（第11図)。簡易な基壇の

化粧土と思われるが、黄褐色土の占める範囲は遺構

面面を越えて広がっている。先述のSK33の埋土上

半には、この黄褐色土（Ⅵ層）が入っており、雨落

溝より内側に基壇状高<積み、礎石建物を建立した

ものと思われる。先述のSK33は、黄褐色土上面で

は彫り込みを確認できなかったため、同土坑に壷を

埋納したあと黄褐色土を敷き詰めたものと思われる。

SBOlの基壇内には2枚の遺構面を含んでいる。

ひとつは黄褐色土を除去した面で確認できるもので

（第12図)、遺構中央部に板石を配し、所々に漆喰
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第1節遺構とそれに伴う遺物
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第Ⅲ章調査の概要
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第11図SBO1

状の白色粘質土を張り付ける。遺構東側には焼土が

集中し、土層断面図⑦（第9図）に見ることができ

る。どの様な性格を持つかは不明である。

その下の地山上にはSXO1がある。（第19図）長

軸3.3m（11尺)、短軸3m（10尺）の方形の堀方を

持つ遺構を中心に､1幅60～140cmの溝が取り巻く様に

まわる。方形の堀方の周りには直径20cm位の川原石

が配してあり、西側には残りが良い。方形の堀方部

分は深さが15cmほどである。遺構内には川原石を大

量に入れ込んであり、それに黒色土が埋土として入

り、SBO1の基壇部分を形成している。これも同様

に遺構の性格は不明だが、SBOlを作るために造成

したような石や土の入り方などを見ると、重要建物

のSBOlがこの遺構を埋めた上に形成されたことが

興味深い。

SBO1土居断面図（1/80）

を5分割し、頚部と''1部中央には弓状の組み合わせ

文、胴部上半には3カ所に烏の絵を描き、烏の絵の

背景に草文を配する。胴部下半にはラマ式の蓮弁文

を描き、底部付近は無文である。筆使いは大胆で、

勢い良<描き上げている。烏を描く筆と、他の文様

を描く筆は異質なもののようで、工人による描き分

けがあるようである。

壷は使用時に肩部から全体に割れたようで（第17,

18図)、漆付けで丁寧に接着補修をしてある。出土

時にはこの割れ面を上面にして埋納してあった。

20－1基壇部分より出土した白磁碗で、大宰府編

年の白磁碗Ⅳla類。復原口径16.4cm・器高7.0cm・

外面は口縁部付近まで回転へラ削りを行う。見込み

に沈線有り。粕は灰白色で体部中位まで施*''1．

20－2遺構内の柱穴より出土した白磁碗で、大宰

府編年の白磁碗V類。外面は回転へラ削りを行う。

紬は灰白色。高台内には皇書がある。異体字で｢部」

という字。

20－3雨落溝より出土した白磁碗で、大宰府編年

の白磁碗V類。外面休部は回転へラ削りを行う。底

部の器肉が厚い。見込みに沈線有り。紬は灰白色で

高台付近まで施利1．

20－4基壇部分より出土した白磁碗で、大宰府編

年の白磁碗V類。外面は回転へラ削りを行う。内面

は9本単位のクシで施文。紬は灰白色。高台内には

焼台痕がある。

2－2遺 物

SBOlは礎石建物とともに基壇内部の遺物、SX

Olの遺構と時期の違うものがあるが、一括の出土遺

物として紹介をしたい。

磁州窯系鉄絵壷（第14～18図）

口径12．7cm，器高30.5cm、最大径32.5cmを測る陶

器の壷で、白化粧をした上に鉄袖で文様が描かれ、

透明紬で焼き上げている。胎土はキメの|Hかい黄白

色土で、よく焼き締まっている。文様は横線で全体
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第1節遺構とそれに伴う遺物
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縮1節遺拙とそれに伴う遺物
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第Ⅲ章調査の概要
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6溝部分より出土した白磁碗で、外面は体部は回転へラ削りを行い、見込みに沈線を描く。

判りを行う。見込み及び体部内面に隆線が内外面とも無文。紬はオリーブ黄で畳付まで施軸。

20－5，6溝部分より出土した白磁碗で、外面は体部は回転へラ削りをｲ丁い、見込みに沈線を描く。

回転へラ削りを行う。見込み及び体部内面に隆線が内外面とも無文。紬はオリーブ黄で畳付まで施軸。

ある。内面にはへう彫りによる施文も行われる。軸20－11溝部分より出土した青磁坪で、大宰府編年

は灰白色。の龍泉窯系青磁坪Ⅲ3a類｡復原口径11cm・器高3.6

20-7柱穴3より出土した白磁皿で、大宰府編年cmo内外面とも無文。粕は厚く、全面施紬の後畳付

の白磁皿Ⅱlb類。復原口径8.6cm・器高2.9cm・外部分の紬を掻き取る。粕は暗オリーブ色。

面は回転へラ削りを行う。粕は灰白色で体部中位ま20－12基壇部分より出土した白磁水注または四耳

で施粕。壷 。内面にはロクロ目がのこり外面は回転へラ削り

20－8溝部分より出土した青磁碗で、大宰府編年を行う。粕は灰白色。

の同安窯系青磁碗Ⅲla類。外面体部は回転へラ削20－13基壇部分より出土した青白磁合子の身。復

りを行い、ヘラにより縦に施文を行う。粕はオリー原口径4.8cm・器高2.1cm・外面は型押しで菊花弁を

ブ黄で体部中位まで施粕。象どる。粕は青白色。

20－9基壇部分より出土した青磁碗で、大宰府編20－14基壇及び土坑より出土した青白磁碗。外面

年の同安窯系青磁碗1lb類。復原口径16.4cm・器体部は回転へラ削りを行い、内面は8本単位のクシ

高7.1cm･外面は回転へラ削りを行ったあとクシで施で流水状に施文する。粕は灰白色。

文。内面はクシと二叉工具で施文する。粕はオリー20－15基壇部分より出土した褐紬壷。口縁部は玉

ブ色で体部下層まで施紬。縁状。肩部には1条の堆線を付ける。紬は暗緑色。

20-10基壇内土坑より出土した青磁碗で、大宰府20－16基壇部分より出土した瓦質火鉢。復原底径

編年の龍泉窯系青磁碗11類。復原口径17cm・外面29.3cm・円筒状で足を3つ付ける。胴部下半に菊花
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第1節遺構とそれに伴う遺物

のスタンプと乳を連続で付ける。胎土は砂粒、小石

などが混じり粗い灰白色。焼成は黒灰色。

21－1雨落溝外側より出土した土師器坪。口径

11.8cm・器高3cm・底部は糸切り。体部は開く。色

調は燈色。胎土は砂粒が混じり粗い。見込みはナデ

ない。

21－2雨落溝内より出土した土師器坪。口径12．4

cm・器高3.2cm・底部は糸切り。胎土には砂粒が混

じる。口縁部にはカーボンが付着する。色調はにぶ

い燈色。見込みは横ナデをしない。

21－3雨落溝内より出土した土師器坪。口径12.7

cm・器高3.3cm･底部は糸切り。胎土には砂粒が混

じる。色調はにぶい燈色。器肉は厚手で、見込みは

横ナデをしない。

21－4雨落溝内より出土した土師器皿。復原口径

9.1cm・器高1.3cm・底部は糸切り。胎土は比較的細

やか・見込みは軽く横にナデる。色調はにぶい黄燈

色。

21－5雨落溝内より出土した土師器皿･口径8.9cm・

器高1.3cm・底部は糸切り。胎土は比較的細やか・

色調はにぶい黄燈色。見込みは横方向に軽くナデる。

21－6基壇より出土した土師器皿｡復原口径8.9cm・

器高1.3cm・底部は糸切り。胎土は比較的細やか･

色調はにぶい燈色。見込みはナデない。

21－7基壇より出土した土師器皿･復原口径8.7cm。

器高1.4cm・底部は糸切り。胎土は比較的細やか・

見込みは軽く横にナデる。色調はにぶい黄燈色。

21－8基壇より出土した土師器皿･復原口径7.8cm・

器高1.0cm・底部は糸切り。胎土は比較的細やか・

色調はにぶい黄燈色。見込みは横方向に軽くナデる。

全体に器肉が薄く、口縁部も薄く引き上げる。

21－9基壇より出土した土師器皿･復原口径8.2cm・

器高1.0cm・底部は糸切り。胎土は比較的細やか・

色調はにぶい燈色。見込みはナデない。

21-10SXO1より出土した土師器皿｡復原口径9.7

cm・器高1.3cm・底部は糸切り。胎土は比較的細や

かで堅く焼き締まる。色調はにぶい燈色。器肉が薄

く、口縁部も薄く開き気味。見込みは数回ナデる。

21-11基壇より出土した瓦器坑。復原底径8cm・

外面は回転へラ磨きを為し、内面はナデにより極め

て平滑。胎土は細やか・内外面の色調は黒灰色。

3掘立柱建物（SB）

3－1遺構

SBO2（第22図）

遺跡北側（B・C－l区）に位置する遺構。SB

O3、04と重複しており、SBO4に切られている。S

BO3との切り合い関係は不明。桁行5.4m（約18尺)、

梁行3.2m(約10．6尺）の3間×2間の南北棟建物で、

桁行方向はN5°Eである。

柱間寸法は桁行1～4，9～6で1.8m（6尺）

の等間隔である。桁行4～6では1.6m（約5.3尺）

の等間隔であるが、l～9では1.4m（約4.6尺）＋

1.8m（6尺）で等間隔ではない。

柱穴は直径48～60cm，深さ60～80cmである。柱穴

の下端のレベルはほぼ一定で、柱穴2，3以外は直

径3～40cmの礎盤を配する。柱列はほぼ直線に整列

する。柱痕跡は確認できなかった。

建物中央には長軸2.4m（8尺)、短軸2m（約6.7

尺）の大きな士坑（SK20）がある。柱穴7におい

て切り合いが確認できず、建物に伴う土坑と考えら

れる。土坑からは鉄製品が多く出土し、工房的な建

物と考えられる。

SBO3（第22図）

遺跡北側（B・C－1区）に位置する遺構で、S

BO2、04と重複しているが切り合いは不明。約4.4

m（約14.7尺)、2間×2問の不定形の方形建物。

南北を軸にした桁行方向はN5°Eである。

柱間寸法は梁行1～7，3～5で2.2m（約7.3尺）

の等間隔であるが、桁行7～5で1.8m（6尺）＋

2.2m（約7.3尺)、1～3で2.6m（約8.7尺）＋2.2

m（約7.3尺）であり、不均等である。

柱穴は直径24～32cm、深さ20～28cmである。柱穴

下端のレベルはほぼ一定であるが、底径の堀方をし

ない柱穴もある。柱列は3，6がややずれるがほぼ

直線に整列する。

柱痕跡は確認できなかった。
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SBO4（第23図）南北棟建物で、桁行方向はN1oWである。

遺跡北側（B・C－1．2区）に位置する遺構で、柱間寸法は桁行l～4で2.3m（約7.7尺）＋2.6

SBO2、SBO3及びSDOlと重複している。SDOl、、（約8.7尺）＋2.3m（約7.7尺）である。桁行9

SBO2を切るSBO3との切り合い関係は不明。桁行～6では2.5m（約8.3尺）の等間隔であり、両桁行

4.1m（約13.7尺)、梁行3.0m（10尺）の3間×2は不均等である。

間の南北棟建物で、桁行方向はN5oEである。一方、梁行9～lでは1.9m（約6.3尺）＋2.2m

柱間寸法は桁行l～4で1.4m（約4.7尺）＋1．4（約7.3尺）で、梁行6～4では2.3m（約7.7尺）

、（約4.7尺）＋1.3m（4.3尺）である。桁行9～の等間隔であり、北側にやや開いている。

6は1.2m（4尺）＋1.8m（6尺）＋1.2m（4尺）柱穴は直径20～40cm、深さ20～78cmである。柱穴

で両桁行は不均等である。の下端のレベルは一定ではない。柱列は10，2，3

梁行9～lでは1.6m（約5.3尺）＋1.4m（約4.7がややはずれるが､他はほぼ直線に整列する。柱痕

尺）で、梁行6～4は1.7m（約5.7尺）の等間隔で跡は観察できなかった。

あり、両梁行きは不均等である。建物内のSKO7は遺構に伴うものと思われるが実

柱穴は直径20～32cm，深さ20～44cmである。柱穴測に足る遺物は出土しなかった。

の下端のレベルは一定ではない。柱列は10，1，7，

8が外にはずれる。SBO6（第24図）

柱穴に柱痕跡は確認できなかった。遺跡北側（A・B－1区）に位置する遺構である。

建物内のSKO8は遺構に伴うものと思われるが、SBO5、SAO7と重複をしているが、切り合い関係

実測に足る遺物は出土しなかった。は不明。桁行6.3m（21尺)、梁行4.2m（14尺）の

3間×2間の南北棟総柱建物で、桁行方向は真北で

SBO5（第23図）ある。

遺跡北側（A・B－1．2区）に位置する遺構で、柱間寸法は桁行3～12で2.1m（7尺）の等間隔。

SBO6と重複しているが切り合い関係は不明。SA桁行2～11で2.3m（約7.7尺）＋2.1m（7尺）＋

07と桁行方向を同じくして平行に建っているため、2．1m（7尺)。桁行l～10で2.1m（7尺）＋2.2m

両者は同時期に存在するものと思われる｡桁行7.3m（約7.3尺）＋2.2m（約7.3尺）で、桁行は東側に

（約24.3尺)、梁行4.2m（約14尺）の3間×2間のやや開く。
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第1節遺構とそれに伴う遺物

梁行の寸法は1～3で2.3m（約7.7尺）＋1.8m

（6尺）で、梁行10～12は2.2m（約7.3尺）＋2.0

m（約6.7尺）となり、北に向けて梁行を開いて行

く傾向にある。

柱穴は直径20～40cm、深さ20～64cmである。柱穴

の下端のレベルは一定ではなく、南側の柱列が深い。

柱列の並びは、柱穴5，6がはずれるが、他はほぼ

整列する。

柱痕跡は確認できなかった。

SBO7（第25図）

遺跡南側（F・G－1．2．3区）に位置する遺

構で、SBO8、09，10，11，21，34，36，37と重複

して建っている。SBO8とはほとんどの柱穴が切り

合っており、SBO8の梁行きを縮小する形で柱穴を

ずらして建て替えている。SBO1とSBl2とは桁行

をほぼ平行して立っており、同時期に存在したもの

と思われる。南東側が調査区外に掛かり遺構の全容

は不明であるが、検出する限り桁行18.2m（約60.7

尺)、梁行6.4m（約21.3尺）の（8）間×3間南西

2面庇の東西棟総柱建物で､桁行方向はE5°Sであ

る。

柱間寸法は桁行26～42で2.2m（約7.3尺）＋2.1

m（7尺）＋2.1m（7尺）＋2.1m（7尺）＋2.2

m（約7.3尺）＋2.1m（7尺）＋2.2m（約7.3尺）

＋2.1m（7尺）＋1.1m（約3.7尺）である。他に

3本通る桁行も基本的に1間2.1m（7尺）を基準

に設けてある。南側庇は3間分しか検出していない

が、西側が削平され消失している可能'性がある。

梁行34～8では2.2m（約7.3尺）＋2.1m（7尺）

＋2.1m（約7.3尺）である。他に8本通る梁行も基

本的には2.1m（7尺）を基準に設けてある。南側

庇へは1.1m（約3.7尺）を設けている。

柱穴は身舎のもので直径40～60cm、深さ0～68cm

である。庇の柱は24～40cm、深さ20～50cmである。

遺構の検出面がⅧ層上であったが、柱穴の直径及深

ざは地山からのものである。地山が西側方向へ傾斜

しているが柱穴の下端のレベルは元来一定ではない。

柱穴のほとんどには礎盤が敷いてあり、重量のある

建造物が上屋としてあったことが想像できる。柱列

は12，13，24，23がずれるが基本的には直線に整列

する。

柱痕跡は'7，19，20，21，24，27，28，31で確認

できる。24は一辺12cmの方形の柱痕跡で、他は16～

24cmの円、楕円の柱痕跡である。

また、遺跡に保水'性があるため、柱穴39には柱材

が遣存していた（写真図版118)。礎盤上面に敷板が

遣存し、8×13cm、厚さ3.5cmの長方形で、材質は

カヤ。

SBO8（第26図）

遺跡南側（F・G－1．2．3区）に位置する遺

構で、SBO7、09，10，11，21，34，36，37と重複

して建っている。SBO7とはほとんどの柱穴が切り

合っており、SBO7に先行する建物である。SBl3

とは桁行をほぼ平行して立っており、同時期に存在

したものと思われる。南東側が調査区外に掛かり遺

構の全容は不明であるが、検出する限り桁行18.4m

(約61.3尺)、梁行9.0m(30尺)の（8）間×4間北

東西3面庇の東西棟総柱建物で､桁行方向はE5oS

である。

柱間寸法は桁行58～46では1.2m（4尺）＋2.0m

（約6.7尺）＋2.0m（約6.7尺）＋2.0m（約6.7尺）

＋2.0m（約6.7尺）＋2.0m（約6.7尺）＋2.0m（約

6.7尺）＋1.8m（6尺）＋2.2m（約7.3尺）＋1.2

m（4尺）である。他に5本通る桁行も基本的に1

間2.0m（約6.7尺）を基準に設けてある。

梁行48～8では1.2m（4尺）＋2.0m（約6.7尺）

＋2.0m（約6.7尺）＋2.0m（約6.7尺）＋2.0m（約

6.7尺)である｡他に10本通る梁行も基本的には2.0m

（約6.7尺）を基準に設けてある。

柱穴は身舎のもので直径28～60cm，深さ20～68cm

である。庇の柱は32～48cm、深さ20～52cmである。

遺構の検出面がⅧ層上であったが、柱穴の直径及深

さは地山からのものである。地山が西側方向へ傾斜

しているが柱穴の下端のレベルは元来一定ではない。

柱穴のほとんどには礎盤が敷いてあり、重量のある

建造物が上屋としてあったことが想像できる。柱列

は31がずれ、20～21間はないが基本的には直線に整

列する。
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隅をやや広めに面取りをしてある。材質はクリ。痛

みが激しい。柱穴34のもの（写真図版122）は16×

10cmの長方形の柱で長さは22cm。1面の面取りは確

認できるため方形の柱と思われるが、他は痛みが激

しく形状が不明である。材質はサワグルミ。柱穴1

第24図SBO6、

52で確認できる。直僧柱痕跡は25，33，56，53，52で確認できる。直径

は18～20cmの円、楕円の柱痕跡である。

また、遺跡に保水'性があるため、柱穴20，34，4，

6には柱材が遣存していた。柱穴20のもの（写真図

版121）は11×12cmの方形の柱で、長さは15cm。4

－43－
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第1節遺構とそれに伴う遺物

のものは17×18cmの方形で1面に面取りが見られる

が、他の面は痛みが激しく確認できない。長さは18

cmで先端は欠けている。材質はクリ。柱穴4（写真

図版119）は13×13cmの方形で、四隅を面取りして

ある。遣存状態は良好で、長さは73cm・先端は尖っ

たような形で腐食しており、廃棄の際に切り取られ

たようである。材質はカヤ。柱穴6（写真図版120）

は12×14cm、長さ25cmの楕円形の柱で、面取りは不

明。遣存状態は悪い。先端は尖ったような形で腐食

しており、廃棄の際に切り取られたようである。材

質はカヤ。

SBO9（第27図）

遺跡南側（G－1．2区）に位置する遺構で、S

BO1、07，08，10，37と重複しているが、それぞれ

の切り合い関係は不明。遺構東側が調査区外となっ

ているが、検出する限りでは桁行5.4m（18尺)、梁

行4.1m（約13.7尺）の（3）間×2間の東西棟建

物で、桁行方向はE12oSである。

柱間寸法は桁行7～10で、1.8m(6尺)の等間隔

である。他の桁行は、5～6，2～3がやや開き気

味なものの、ほぼ1.8m（6尺）を基準にしている。

梁行は10～3で、2.1m（7尺）＋2.0m(約6.7尺）

である。他の2本の梁行もほぼ同じ間隔を持ってい

る。

柱穴は直径36～44cm、深さ60～80cmである。柱穴

の下端のレベルはほぼ一定している。柱列はほとん

ど直線に整列する。

柱痕跡は確認できなかった。

また、遺跡に保水'性があるため、柱穴2，7，10

に柱材が遣存していた。柱穴2のもの（写真図版

123）は13×12cmの方形の柱である。長さは41cmで

柱の両端が痛んでいる。材質はクリ。柱穴7のもの

（写真図版124）は8×4cm、長さ51cmの長方形の

木材であるが、材がゆがんでおり、柱を支える補助

的な材だったものと思われる。材質はヤマモモ。柱

穴10のもの（写真図版125）は13×11cmの方形で4

面に面取りが見られ、4角をさらに面取りしてある。

長さは40cmで先端は欠けている。先端は尖ったよう

な形で腐食しており、廃棄の際に切り取られたよう

である。材質はクリ。

SB10（第27図）

遺跡南側（G－2区）に位置する遺構で、SBO1、

07，08，09，11と重複しているが切り合い関係は不

明。桁行4.0m（約13.3尺)、梁行2.1m（7尺）の

2間×1間の東西棟建物で、桁行方向はElOoSで

ある。

柱間寸法は桁行1～3，6～4で2.2m(約7.3尺）

＋1.8m（9尺）である。

梁行6～1，4～3はl間2.1m（9尺）である。

柱穴は直径28～36cm，深さ20～68cmである。柱穴

の下端のレベルは不均等である。柱列は直線に整列

する。

柱痕跡は確認できなかったが、柱穴2において柱

材が遣存する（写真図版126)。柱材は、直径10cmの

円柱形で長さ41cm・先端は切り取られた後腐食した

ように、鈍く尖っている。材質はシキミ。

SB11（第28,29図）

遺跡南西側（F・G－2．3区）に位置する遺構

で、SBO7、09，10，21，34，36、と重複して建っ

ている。桁行11．2m（約37.3尺)、梁行10.3m（約

34.3尺）の5間×4間の北西面庇南北棟建物で、桁

行方向はN5°Eである。

柱間寸法は桁行4～37では2.0m(約6.7尺）＋2.0

m（約6.7尺）＋2.0m（約6.7尺）＋1.8m（6尺）

＋1.8m（6尺）＋1.6m（約5.3尺）である。他に

5本桁行が通っているが、同様の間隔で通っている。

梁行l～6では2.0m（約6.7尺）＋2.1m（7尺）

＋1.9m（約6.3尺）＋2.0m（約6.7尺）＋2.3m（約

7.7尺）である。他に6本梁行が通っているが、e

－e，では29～30問が2.6m（約8.7尺)、f－f，、

9－9，では35～36,38～39間が1.4m（約4.7尺）

で不均等である。9－9，は柱穴が削平されている

ようで、東側が欠損している。

柱穴は身舎のもので直径30～60cm、深さ20～60cm

である。庇の柱は30～34cm、深さ10～30cmである。

遺構の検出面がⅧ層上であったが、柱穴の直径及び

深さは地山からのものである。柱穴下端のレベルは

－44－



’
ー

｜
｜

～ ざ鑑 一
之

意
、

紬
イ
ヘ

｜

｜

~~、~､_~曾」
<＜．

当‘夢

．
。
；

⑯

。
。
つ
・
の
。
奇

｡
戸
国

ー

里
唖
の

、

③
、

●

くつ
－四

国
‐
ー

⑮
の

国

、

①．

一
一

”α
国

つ
国 烏

③

|，

○’ ｡

画
一

○
の 奇 四

ｍ一
国

I③
⑧k

、、

四
国
国

ー

。L‘
里

。●『

」

‐
の
国

、マ
ー因

め

、，
、9

1

◎．、
向 奇

国

◎
h

唖
一

ト

h，

⑨

ｆ

⑨
‐
◎

⑨
中
国 ‐

ー
奇
の

画

9

。
~

→
つ
めつ

奇

’
f，

｡ 色の 口 ロ



の

Ｅ
奇

Ｃ
つ
つ
一
画
。
昔

℃
F

一

E

ｉ
Ｉ

書
’

二
つ
つ
。
一
四
つ
奇

雲
引

。
。
◎
・
め
つ
奇 ；

（
。

ｂ
唾
、
０

１ｌｌ
雫

§

Ｉ
。
’
。

■

ｑ
、
ま
、

；

。
。
。
－
ｍ
つ
ぐ

瀞

‐

0

つ
っ
つ
毎
⑳
Ｃ
奇

３
．

－
・
愁
割
磐
一

》
》
》
》

蕊
！ ｉ

綱

一
》
剖
一
・
呼
望
咋
一
〕 綱

、
川
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
山
§

寺
か
叩
》
》
蒋
吋
牽
聖

蓉
癖
鍵

呼
》
叫
ぶ
い
》
咋
一
酌
‐
叩
》

iＩ
溌
和

一
韮
‐
岬
』
叩
涯
申
茜

Ｉ
ｌ
ｉ

’
二

｜
匡

Ｓ
ミ
ニ
国
軍
冊
Ｓ
ｍ
の
園
田
職

■■■■■■

E 0

言
引

一
・
つ
つ
ｏ
一
画
つ
ぐ

ー

半

喜
割

皿
ー

。
。
つ
ゃ
画
。
奇

つ
つ
つ
辱
重
つ
ぐ

霧霧露雷，
~ー一一q

{
ーーー

＝ ･ 一 ニ ー

’
一

！’
二

ｆ’
四

’
0 で の



ｌ
ｌ
ｌ
ｌ ’

韮 蓋蒼

１
１
１、、 濡細凶意

～ １
１ １

１

D

－ －q
~－

＜才-+一
q一

雲毒
ｊ
回
、
＠
ｍ

１
１
１

｡

山
『
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
仙
而
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
ｕ
侭
§
１
ｍ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
１

１
つ
・
つ
。
、
つ
昔

~

～ １
１ D

－ p
、～

１
１

色

p--〈 つ
つ
。
・
四
．
奇

－

m

夕 兵 ’
つ
つ
ｃ
一
ｍ
つ
ぐ

哩
唾

ー〆

菊

ｏ
ｎ
Ⅲ

ぐ
ゆ

遇
？

、

の
唖

卜
鮮
ｒ
井

斗

逐
P

m

l，

’

Ｇ
唾

k，

●9

」

雪

Ｑ
写り

色
■
■
■

ｦ一一 h，

参一
9

9

づ ’ ’’ ’雨

色 色⑮
｡

唖
〃
ワ
ー
《
四
》

､

N

更
形

沙

）
蚕1

宮～･
で

塵
圏
侭

勢に

画

苛
め庵

ﾕノ、

シ
為

』
＆
Ｉ
、
、
因
侭

夕、

魁 兵

夕
、

主、隼

〃 逗

や。’

グ

。

L

影
勿

瓢

‐

W

･で

多 、

座 篇奪

夕
､

熟郡

〃遇

急綜

"七一

動1

、

絹2W

汐延

畠

馬

"ﾗミ

グ、

⑤
因

、閲

謬

、

、丁 鞄

◎ 易

"､｡

、､

…、

ハ

奇
錫
刷
Ⅱ

″ ､

こ
げ

、 （

’

、

ｰ

~

庁、へ

運

の
ー

藤

ｼノ

し

《ソ 廼

唖

″

’ 《〃蕊

鼠

マ
ー

虚

動

&

匙

の
“
的

う

論

廷

里
Ｉ

う

、ト
』
し

凶

、

~

ソ

ブ

、

壷
等庖

I

、

腿

逼
苛

渉

；
､

房
Ｌ
泌

』
V

〉 〈

、
竺

旅

j K
討等『

＝1

動

‐

、侭

這
、

哩

~

γ

ブ 、垣

ユ

｡

〃
グ

。

L

影
〃遇

急綜



書
ｌ

亭
つ
つ
◎
ら
、
つ
ぐ

＝

ｉ
一
つ
。
つ
い
函
つ
ぐ

＠
つ
つ
吟
⑮
つ
ぐ 匡

奇

１
１

ｰ

半

つ
つ
つ
吟
、
◎
奇

℃ ①

’
つ
つ
。
」
ぬ
。
奇

つ
つ
つ
画
め
つ
昔

｡

つ
つ
つ
一
ｍ
つ
ぐ

I
。

ロ

つ
つ
つ
・
め
っ
き

山
Ｓ
ミ
ニ
国
軍
冊
邑
、
の
園
田
冊

l

l
E

｜
匡

’
皇
３ 計

にユ

0

喬
引

言
斗

童
割

ｍ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
‐
’
’
’
’

一
つ
つ
。
・
の
◎
奇

’
一

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
「

Ｉ’
二

｜
、

半のロ

.■■■■■■

．
…

Ｌ
函
西
■
’
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第1節遺構とそれに伴う遺物

元来一定ではない。柱穴2，3，4，8，14，16，

20，22，28，30，31，32には礎盤が敷いてある。柱

列はずれるものもあるが基本的には直線に整列する。

また、遺跡に保水′性があるため、柱穴5，8，10，

11，12，14，18，20，26，29には柱材が遣存してい

た。柱穴14のもの（写真図版127）は直径約14cmの

円形で、一部が欠損している。8面にわたり面取り

を行い円形を作る。長さは19cm・材質はカヤ。他に

柱穴14（写真図版128）には16×13.5cmの方形の板

である。厚さは2.5cmで、柱の敷板にしたものと思

われる。材質はスギ。柱穴17のもの（写真図版129）

は、16×17cmの方形の柱で、4面の面取りを行い、

更に4隅の面取りを行う。長さは46cm・材質はブナ

属。柱穴20のもの（写真図版130）は、14×13.5cm

の方形の柱で、4面の面取りを行い、遺存状態は良

い。長さは52cm。材質はアサダ。柱穴26のもの（写

真図版131）は12×11cm，長さ34cmの方形の柱で、

4面の面取りを行っているが欠損する部分があり痛

みが激しい。材質はクリ。柱穴29のもの（写真図版

132）は12×15cm、長さ56cmの方形の柱で、4面の

面取りを行っている。遣存状態はよい。材質はサク

ラ属。

SB12（第30図）

遺跡南側（E・F－1．2．3区）に位置する遺

構で、SB13、17，22，32，33，34，39と重複して

建っている。SB13とはほとんどの柱穴が切り合っ

ており、SBl3の桁行を2間伸ばす形で柱穴を北側

にずらして建て替えている。SBOlとSBO8とは桁

行をほぼ平行して立っており、同時期に存在したも

のと思われる。桁行15.8m（約52.7尺)、梁行7.5m

（25尺）の7間×2間西南北3面庇の東西棟建物で、

桁行方向はE5°Sである。

柱間寸法は桁行でa－a，では1～6問で2.1m

（7尺）の等間隔。6～7間で2.0m（約6.7尺)。

7～8間で1.9m（約6.3尺)。8～28間で1.4m（約

4.6尺）である。e－e，では、20～24間で1柱を

欠くものの2.1m（7尺）の等間隔。24～25問で1.8

m（6尺)。25～26間で2.3m（約7.7尺)。26～27問

で1.3m（約4.3尺）と不均等である。c－c’は17

～10間で2.1m（7尺）の等間隔､10～30間は1.2m

（4尺）である。9－9，は、39～33間は2.1m（7

尺）の等間隔であるが､33～32間は2.2m（約7.3尺)。

32～31間は1.0m（約3.3尺）と、やや北西に開く形

になっている。

梁行d－d，では、20～39で1.3m（約4.3尺）＋

2.55m（8.5尺）＋2.55m（8.5尺）＋1．1m（約3.7

尺）である。h－h，でも同じ間隔であるが、b－

b’は、26～32問で1.2m（4尺）＋2.6m（約8.7

尺）＋2.3m（約7.7尺）＋0.9m（3尺）であり、

f－f’は、27～31問で0.8m（約2.6尺）＋2.9m

（約9.7尺）＋2.3m（約7.7尺）＋0.9m（3尺）で

ある。

柱穴は身舎のもので直径50～70cm、深さ20～50cm

である。庇の柱は直径30～50cm、深さ10～40cmであ

る。遺構の検出面がⅧ層上であったが、柱穴の直径

及深さは地山からのものである。柱穴の下端のレベ

ルは元来一定ではない。身舎の柱穴のほとんどには

礎盤が敷いてあり、SB13の礎盤に重ねるように新

しい礎盤が敷いてある。重量のある建造物が上屋と

してあったことが想像できる。柱列は西側庇部分で

梁行の間隔を狭めるが、基本的には直線に整列する。

柱痕跡は確認できなかったが、柱穴に柱材が残る

ものは柱穴7，22の2カ所あった。柱穴7は礎盤上

面に敷板が遣存(写真図版133)。12×18cm､厚さ3.5

cmの長方形で、材質はカヤである。

SB13（第31図）

遺跡南側（E・F－1．2．3区）に位置する遺

構で、SBl2、17，22，32，33，34，39と重複して

建っている。SB12とはほとんどの柱穴が切り合っ

ており、SB12に先行する建物である。SBO7とは

桁行をほぼ平行して立っており、同時期に存在した

ものと思われる。桁行13m（約43.3尺)、梁行7.4m

（約24.7尺）の5間×2間4面庇の東西棟建物で、

桁行方向はE5°Sである。

柱間寸法は桁行でa－a，では34～1が1.4m(約

4.7尺)。l～6問で2.1m（7尺）の等間隔。6～

12間で1.1m（約3.7尺）である。e－e,では18～

19問が長く、19～20間が短いものの、ほぼa－a

－52－
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第1節遺構とそれに伴う遺物

と同じ間隔である。20以西の柱穴は削平されている。

c－c’は32～23間で1.4m（約4.7尺）＋2.2m（約

7.3尺）＋2.1m（7尺）＋2.1m（7尺）＋2.1m（7

尺)＋2.1m（7尺）＋1.1m(約3.7尺)である。9－

9，もc－c,とほぼ同様の間隔である。

梁行d－d，では16～30で1.5m（5尺）＋2.3m

（約7.7尺）＋2.4m（8尺）＋1.2m（4尺）である。

h－h，、b’一b、f’一fもほぼ同じ間隔である。

柱穴は身舎のもので直径36～60cm、深さ20～50cm

である。庇の柱は直径28～48cm，深さ10～68cmであ

る。遺構の検出面がⅧ層上であったが、柱穴の直径

及深さは地山からのものである。柱穴の下端のレベ

ルは一定ではない。身舎の柱穴には礎盤が敷いてあ

るものもあるが、SBl2を建て替える際に取り外し

たものも多くあるようである。柱列は基本的には直

線に整列する。

柱穴に柱材が残るものが2カ所あった。柱穴33,

31で、柱穴33のもの（写真図版135）は12×13cmの

方形に面取りをした柱で、長さは21cm・痛みが激し

く、1カ所欠損している。先端は尖ったような形で

腐食しており、廃棄の際に切り取られたようである。

材質はクリ。柱穴31のもの（写真図版134）は13×

13cmの正方形で、4面を面取りしたあと4隅の角を

とってある。長ざは50cmで、先端は尖ったような形

で腐食している。材質はニガキ。

SB14（第32図）

遺跡中央部（E－2区）に位置する遺構で、SA

10、SDO1、02，03、SEOlと重複して建ち、SD

は切っている。桁行5.6m（約18.7尺)､梁行4.2m

（14尺）の3問×2間の東西棟建物で、桁行方向は

E9°Sである。

柱間寸法は桁行l～4で1.7m（約5.7尺）＋1．9

m（約6.3尺）＋2.0m（約6.7尺）である。桁行9

～6では9～8間がひろくなり、北側に開く形で不

均等となる。

梁行4～6は2.0m（約6.7尺）＋2.2m（約7.3尺）

である。1～9は柱間が広がり、東に広がる形とな

る。

柱穴は直径20～40cm，深さ20～52cmである。柱穴

の下端のレベルはほぼ一定する。柱列はほぼ直線に

整列する。柱痕跡は確認できなかった。

SB15（第33図）

遺跡中央（，．E－1．2．3区）に位置する遺

構で、SDOl、04と重複して建っており、同遺構を

切っている。桁行10.8m（36尺)、梁行6.8m（約

22.7尺）の5問×3間南面庇の東西棟変則総柱建物

で、桁行方向はE2°Sである。

柱間寸法は桁行l～6では2.2m(約7.3尺）＋2.2

m（約7.3尺）＋2.1m（7尺）＋2.1m（7尺）＋

2.2m（約7.3尺）である。他に3本通る身舎の桁行

もほぼ同じ間隔であるが、d－d，で2本の柱穴が

欠ける。また、e－e,では東隅の隅の柱穴が欠け

る。また、庇にあたるa－a，では西隅の柱が欠け、

それぞれはもともとなかったものと思われる。

梁行26～20では0.7m（約2.3尺）＋2.8m（約9.3

尺）＋1.8m（9尺）＋1.5m（5尺）である。他に

5本梁行が通るが、いずれも似たような間隔であり、

西側に梁行が広がる形で建っている。

柱穴は身舎のもので直径28～44cm、深さ20～80cm

である。庇の柱の直径は20～30cm，深さ44～50cmで

ある。柱穴の下端のレベルは一定ではない。柱列は

ややずれるものもあるが、基本的には直線に整列す

る。

柱痕跡は15のみで確認できた。直径は12cmの円形

の柱痕跡である。

柱穴11には柱材が遺存した（写真図版136)、直径

約12cmの円形で11面の面取りをした柱で、長さは38

cm・切断面は痛みが激しいが、下半分の遺存状態は

良い。材質はモミ属。柱穴11の下部に遣存し、上に

は新しいSBl5の埋土が入る。すなわちSBl5は同

じ柱穴を利用して建て替えられたもので、この柱材

自体はl2C代の建物のものである。

SB16（第32図）

遺跡中央東側（D－l区）に位置する遺構で、S

A12と重複しているが、切り合い関係は不明。遺構

の東側が調査区外に懸かっているため遺構の全容は

不明であるが、検出された範囲では桁行3.4m（約

－58－
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第Ⅲ章調査の概要

11.3尺)、梁行4.1m（約13.7尺）の（2）問×2間

の東西棟建物で、桁行方向はE12oSである。

柱間寸法は桁行5～4で、2.1m（7尺)で、1～

2では開く。

梁行は2～4で1.9m（約6.3尺）＋2.2m（約7.3

尺）である。

柱穴は直径26～60cm，深さ30～50cmである。柱穴

2，4，5ではかなり切り合いが多いが、本来の柱

穴は直径30cm程度のものと思われる。柱穴の下端の

レベルは一定しない。柱列はほぼ直線に整列する。

柱痕跡は確認できなかった。

建物内部にはSK18、19があり、蕊等を埋め込ん

だ土坑ではないかと思われる。

SB17（第34図）

遺跡北東端（E・F－1．2区）に位置する遺構

で、SB12、13，39、SAO8，SDO2、05と重複し、

切り合い関係は不明であるが、SB、SAには先行

し、SDO2を切る。遺構東側は調査区外となるため、

遺構の全容は不明であるが、検出範囲で桁行6.7m

(約22.3尺)､梁行8.3m(約27.7尺)の（3）問×2間

の南北2面庇の東西棟建物で､桁行方向はE8°Sで

ある。

柱間寸法は桁行l～3で2.3m（約7.7尺）の等間

隔である。桁行7～5のほぼ同等の間隔である。

梁行10～11は1.8m（6尺）＋2.6m（約8.7尺）

＋2.6m（約8.7尺）＋1.2m（4尺）である。

身舎の柱穴は直径50～64cm，深さ50～80cmである。

柱穴の下端のレベルは一定ではない。柱穴7には礎

盤がある。柱列はほぼ直線に並ぶ。柱痕跡は確認で

きない。

SB18（第35図）

遺跡南端（G・H－2．3区）に位置する遺構で、

SBO1、19，20、SDO1と重複しする。SBOl、19

に切られており、SDO1を切っている。遺構南東側

は調査区外となるため、遺構の全容は不明であるが、

検出範囲で桁行10.9m（約36.3尺)、梁行2.8m（約

9.3尺)の北面庇の東西棟建物で検出面では桁行は5

間である。桁行方向はE7°Sである。

柱間寸法は桁行l～5で2.1m（7尺）＋2.1m

（7尺）＋2.3m（約7.7尺）＋1.9m（約6.3尺）で

ある。庇部分の桁行もほぼ同様である。

梁行11～5は2.1m（7尺）である。

柱穴は直径48～56cm、深さ16～80cmであり、柱穴

の下端のレベルは一定ではない。柱列はほぼ直線に

並ぶ。柱痕跡は3，5，9で確認できた。直径は16

cmほどである。

柱穴11には柱材が遣存する（写真図版137)。直径

約18.5cmの円形に16面の面取りをした柱で、長さは

59cm・切断面は腐食し、先端が尖っているが、下半

分の遣存状態は良い。材質はカヤ。

SB19（第36図）

遺跡南側（G・H－2．3区）に位置する遺構で、

SBO1、18，20，21、SDOlと重複している。SB

l8とはほとんどの柱穴が切り合っており、SBl9が

切っている。SBO1には切られており、SDO1は切っ

ている。SB20との切り合い関係は不明。遺構南側

と西側が調査区外であるため遺構の全容は不明であ

るが、検出範囲で桁行10.4m（約34.7尺)、梁行7.0

m（約23.3尺）の（4）間×（3）問の北東2面庇

の東西棟建物で、桁行方向はE4°Sである。

柱間寸法は桁行1～4で2.1m（7尺）の等間隔

である。庇にあたる4～13は､1.9m（約6.3尺）で

ある。また、桁行7～12は､2.1m（7尺）＋2.0m

（約6.7尺）＋2.1m（7尺）＋2.0m（約6.7尺）＋

2.0m（約6.7尺）である。

梁行6～11は2.0m（約6.7尺）＋2.1m（7尺）

＋2.0m（約6.7尺）である。

身舎の柱穴は直径50～60cm、深さ24～48cmである。

柱穴の下端のレベルは一定ではない。柱穴8，9，

12には礎盤がある。柱列はほぼ直線に並ぶ。柱痕跡

は2，3，4，5で確認できた。いずれも方形の痕

跡で、一辺が16～18cmである。

SB20（第37図）

遺跡南端（H－3区）に位置する遺構で、SB18、

19と重複しする。切り合い関係は不明。遺構南側と

西側は調査区外となるため、遺構の全容は不明であ

－61－
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(11尺)、梁行1.2m（4構で、SBO1、07，08，11，18，19，36、SDOlとるが、検出範囲で桁行3.9m（11尺)、梁行1.2m（4構で、SBOl、07，08，11，18，19，36，tごjUOlと

尺）の（2）×（1）間の東西棟建物である。桁行重複して建っている。SBOlには切られているが、

方向はE6°Sである。SBll，SDOlは切っている。遺構西側が調査区外

柱間寸法は桁行1～2で2.1m（7尺）である。に懸かるため、遺構の全容は不明であるが、検出範

梁行2～3は2.2m（約7.3尺）である。囲では、桁行14.7m（49尺)、梁行6.1m（約20.3尺）

柱穴は直径40cm、深さ20～60cmであり、柱穴の下の（6）問×2問北東2面庇の東西棟建物で、桁行

端のレベルは一定ではない。柱列はほぼ直線に並ぶ。方向はE6°Sである。

柱痕跡は確認できなかった。柱間寸法は桁行でa－a，では22～lが1.2m（4

尺）＋2.1m（7尺）＋2.1m（7尺）＋2.1m（7

SB21（第38図）尺）＋2.2m（約7.3尺）＋2.2m（約7.3尺）＋2.1m

遺跡南側（G・H－2．3．4区）に位置する遣（約7尺）である。d－d，では21～20が1.4m（約

－63－
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第36図SB19実測図（1/80）

4.7尺）とやや開き気味であるが､他は2.1m（7尺）る。遺構の検出面がⅧ層上であったが、柱穴の直径
を基準としているようである。c－c’も2.1m（7及深さは地山からのものである。柱穴の下端のしベ

尺）の間隔を基本としている。ルは一定ではない。柱列は基本的には直線に整列す
梁行b－b,では20～9で1.2m（0.4尺）＋2.5る。

m（約8.3尺）＋2.5m（約8.3尺）である。e－e， 柱穴に柱材が残るものが10カ所あり、柱痕跡があ

もほぼ同じ間隔である。るものが9カ所である。柱痕跡の直径は16～18cmで

柱穴は身舎のもので直径40～64cm，深さ70cmほどある。柱材が残る物は柱穴2，3，4，5，7，9，

である。庇の柱は直径36～44cm、深さ20～80cmであ10，16，17，18．柱穴2のもの（写真図版138）は

－6 4 －
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第Ⅲ章調査の概要

12×14cm，長さ62cmの隅丸長方形に面取りをした柱

で、材質はカヤ。表面の痛みが激しく、面取りの単

位が不明確。先端は尖ったような形で腐食しており、

廃棄の際に切り取られたようである。柱穴3のもの

（写真図版140）は直径約16cm，長さ77cmの円形に

近い断面多面形面取りをした柱で、材質はクリ。表

面が痛み、面取りの単位が不明確。先端は尖ったよ

うな形で腐食しており、廃棄の際に切り取られたよ

うである。柱穴4のもの(写真図版141）は16×18.5

cm，長さ57cmの長方形に面取りをした柱で4隅の角

を落としてある。材質はアサダ。遺存状態は良い。

先端は尖ったような形で腐食しており、廃棄の際に

切り取られたようである。柱穴5のもの（写真図版

142）は14×14cm、長さ60cmの方形に面取りをした

柱で4隅の角を落としてある。材質はクリ。遺存状

態は良い。先端は尖ったような形で腐食している。

柱穴7のもの（写真図版143）は13.5×13.5cm、長

さ65cmの方形に面取りをした柱。材質はタブノキ。

遺存状態は良い。先端は尖ったような形で腐食して

いる。柱穴9のもの（写真図版144）は直径12cm、

長さ76cmの円形の柱。面取りの単位は不明確。材質

はクリ。先端は尖ったような形で腐食しているとと

もに、基部は破損している。柱穴9のもの（写真図

版145）のものは直径14cm、長さ76cmの円形の柱。

外皮が付き原木に近い。材質はクスノキ属。柱穴10

のもの（写真図版146）は約直径15cm、長さ69cmの

円形に面取りをした断面多面体の柱で13面に面取り

を行っている。材質はクリ。遺存状態は良い。先端

は尖ったような形で腐食している｡柱穴16のもの(写

真図版147）は11×14cm、長さ49cmの断面隅丸長方

形柱で、表面の面取りの単位は不明確である。材質

はクリ。側面は比較的残りがいいが、両端が腐食し

ている。柱穴17のもの(写真図版148）は12．5×10cm、

長さ38cmの長方形に面取りをした柱で、一部が欠損

している。材質はカヤ。先端は尖ったような形で腐

食している。

SB22（第39図）

遺跡中央（E・F－2．3区）に位置する遺構で、

SB12、13，23，31，32，33，34，と重複して建つ

ている。その全部のSBに切られており、SB22は

遺跡の初期の遺構である。遺構西側が調査区外に懸

かるため、遺構の全容は不明であるが、検出範囲内

では桁行9.4m（約31.3尺)、梁行8.2m（約27.3尺）

の（3）間×2間南北東3面庇の東西棟建物で東側

にはl間分張り出しのある変則的な建物である。桁

行方向はE9°Sである。

柱間寸法は桁行でa－a，では23～4が1.8m（6

尺）＋1.8m（6尺）＋2.4m（8尺）＋2.4m（8

尺）＋2.4m（8尺）である。他に3本通る桁行も、

庇が1.8m（6尺)、身舎は2.4m（8尺）を基準と

している。

梁行c－c，では11～18で2.1m（7尺）の等間

隔で、f－f，、9－9，では10～22間、24～23間

が縮み加減だが、ほぼ同じ基準が守られている。

柱穴は身舎のもので直径48～68cm、深さ64～80cm

ほどである。庇の柱は直径44～46cm、深さ44～70cm

である。遺構の検出面がⅧ層上であったが、柱穴の

直径及深さは地山からのものである。柱穴の下端の

レベルはほぼ一定する。柱列は基本的には直線に整

列する。

柱穴に柱材が残るものが2カ所あり、柱痕跡があ

るものが10カ所である。柱痕跡の直径は16～18cmで

ある。柱材が残る物は柱穴11,22の2カ所である。

柱穴11のもの（写真図版149）は直径約16cm、長さ

37cmで、多面的に面取りを行い、断面がほぼ円形を

なす柱で､材質はクリ。遣存状態は良く､先端は尖っ

たような形で腐食しており、廃棄の際に切り取られ

たようである。柱の基部近くに4×6cmの穴を穿っ

ている。柱穴22のもの（写真図版150）は直径約15cm、

長さ42cmで、13面に面取りを行い、断面がほぼ円形

をなす柱で、材質はクリ。遺存状態は良く、先端は

尖ったような形で腐食している。

SB23（第37図）

遺跡中央部（E－3区）に位置する遺構で、SB

22、31、SDO3と重複する。SB22、SDO3を切っ

ており、SB31との切り合い関係は不明。遺構西側

は調査区外となるため、遺構の全容は不明であるが、

検出範囲で桁行6.1m（約20.3尺)、梁行6.3m（21

－67－
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第Ⅲ章調査の概要

尺）の東西棟建物で検出面では桁行は3間である。

桁行方向はE2°Sである。

柱間寸法は桁行8～5で2.1m（7尺）＋2.1m

（7尺）＋1.1m（約3.7尺）である。l～4は2.1

m（7尺）＋1.8m（6尺）＋1.8m（6尺）であり、

柱間隔は不均等である。

梁行8～lは2.1m（7尺）の等間隔である。

柱穴は直径20～36cm，深さ16～40cmであり、柱穴

の下端のレベルは一定ではない。柱列はほぼ直線に

並ぶ。b－b'、c－c，の軸には深さ20cmほどの

布堀の溝状遺構があり、柱穴は溝中にある。柱痕跡

は1で確認できた。直径は16cmほどである。

柱穴に柱材が残る物は柱穴6，9の2カ所である。

柱穴6のもの（写真図版151）は18×13.5cmの長方

形のもので一部が欠損する。長さ65cmで、先端が尖

り腐食する。材質はカヤ◎柱穴9のもの（写真図版

152）は14.5×14cm、長さ52cmで、4面に面取りを

行い、断面が方形をなす柱で、材質はカヤ。遣存状

態は良く、先端は尖ったような形で腐食している。

SB24（第40図）

遺跡北側（A・B－2．3区）に位置する遺構で、

SB26、27，28，29と重複している。切り合い関係

は不明。桁行7.8m（26尺)、梁行4.5m（15尺）の

4間×2問の東西棟建物と、桁行4.3m（約14.3尺)、

梁行4.1m（約13.7尺）の2間×2間の方形建物を

複合したような変形建物である。2間の切り合いと

いう可能‘性もあるが、両者の桁、梁をそれぞれl間

伸ばした柱穴18や、SKO5の関係から同一の建物と

みたい。桁行方向はEl。Sである。

柱間寸法は桁行7～11で1.9m（約6.3尺）＋2.1

m（7尺）＋1.9m（約6.3尺）＋1.9m（約6.3尺）

である。桁行5～lは､1.5m（5尺）＋1.9m（約

6.3尺）＋2.3m（約7.7尺）＋1.9m（約6.3尺）であ

る。桁行14～8で2.1m（7尺）＋2.4m（8尺）で

ある。また、17～18では1.9m（約6.3尺）である。

梁行7～5は2.6m（約8.7尺）＋1.9m（約6.3尺）

である。梁行11～1は2.1m（7尺）＋2.2m（約7.3

尺）である。梁行14～16は2.1m（7尺）＋2.0m

（約6.7尺）である。梁行8～10もやや開き気味な

がら同様の間隔である。

柱穴は直径18～44cm，深さ16～36cmである。柱穴

の下端のレベルは一定ではない。柱列は2，4，6

でずれており、プランも正確な長方形を為さない。

柱痕跡は確認できない。

SB25（第41図）

遺跡北側（C－2．3区）に位置する遺構で、S

B26と重複している。切り合い関係は不明。遺構西

側が調査区外となるため、遺構の全容は不明である

が、検出範囲内で桁行9.8m（約32.7尺)、梁行4.3

m（約14.3尺）の（4）間×2間の東西棟建物であ

る。桁行方向はE3。Nである。

柱間寸法は桁行5～lで2.3m（約7.7尺）＋2.3

m（約7.7尺）＋2.2m（約7.3尺）＋2.3m（約7.7

尺）である。桁行6～9は､2.2m（約7.3尺）＋2.1

m（7尺）＋2.1m（7尺）であり、両者の柱間隔

は不均等である。

梁行9～lは2.1m（7尺）＋2.2m（約7.3尺）

である。

柱穴は直径24～40cm，深さ24～42cmである。柱穴

の下端のレベルは一定ではない。柱列は10，7でず

れるものの、ほぼ直線に整列する。

柱痕跡は確認できない。

SB26（第41図）

遺跡北側（B・C－2．3区）に位置する遺構で、

SB24、25，27と重複している。切り合い関係は不

明。桁行7.2m（24尺)、梁行3.6m（12尺）の4間

×2間の南北棟建物である。桁行方向はN5oWで

ある。

柱間寸法は桁行6～10で1.6m（約5.3尺）＋2.1

m（7尺）＋1.7m（約5.7尺）＋1.8m（6尺）であ

る。桁行4～1は3.3m（11尺）＋1.7m（約5.7尺）

＋2.1m（7尺）であり、4～3問に柱穴を欠き、

南側桁行が狭まる。

梁行10～lは1.7m（約5.7尺）＋1.9m（約6.3尺）

である。

柱穴は直径20～40cm，深さ24～56cmである。柱穴

の下端のレベルは一定ではない。柱列は3でややず

－69－
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れるものの、ほぼ直線に整列する。3間×2間の東西棟建物である｡桁行方向はE1°N

柱痕跡は確認できない。である。

柱間寸法は桁行4～lで2.1m（7尺）＋1.6m

SB27（第42図）（約5.3尺）＋1.7m（約5.7尺）である。桁行6～

遺跡北側（B・C－2．3区）に位置する遺構で、9は1.8m（6尺）＋1.8m（6尺）＋2.1m（7尺）

SB24、26，28，29と重複している。切り合い関係であり、桁行は北に開いている。

は不明。桁行5.4m(18尺)、梁行4.3m(約14.3尺)の梁行10～1は1.7m（約5.7尺）＋1.9m（約6.3尺）

－70－



第Ⅲ章調査の概要

一 一一

‘q而両所 －q

O

索
O

逼’
9

7
画
6 動

■■■■■■■－■■■■■■■－1

‘q
9

〃
‘
″
″
Ｊ
，
，
，
，
０
，
ｊ
‐
，
ｆ
Ｊ
ｆ
ｆ
９
０
Ｊ
Ｊ
，
口
Ｉ
Ｊ
Ｉ
，

1調
査
区
外 ,狸

／
／
／
竺一毎

･1慾
2

話
3

4

s ○

408,400

。
p一一一

a

／

SB25

0

‘COOウ‘80ｹ
ご

ロ

'。
ロ

割

憎
琴 ｡1

408，400，口
一 a

a

＝ ー

SB26

4m0

偶一F君一一三一一一ヨ

第41図SB25,26実測図（1/80）

－71－



第1節遺構とそれに伴う遺物

10－

‘0oz‘80レ
口

口

員
ロ

0

’憎
雪 で

一

ロ
ー

ａ _皿L型a’

SB27

十0

面Z~両F
一･
で右

ロ の

'。 身’

１
１
今
つ
の
壷
画
つ
Ｃ

ｌ 僧
。 ’す

ロ

_皿三qQa，a一一一一一一一

SB28

0 4m

第42図SB27,28実測図（1/80）

－72－



第Ⅲ章調査の概要

である。

柱穴は直径20～40cm，深さ24～56cmである。柱穴

の下端のレベルは一定ではない。柱列は3でややず

れるものの、ほぼ直線に整列する。

柱痕跡は確認できない。

SB28（第42図）

遺跡北側（B－2．3区）に位置する遺構で、S

B24、27，29と重複している。切り合い関係は不明。

桁行6.6m(22尺)、梁行4.0m(約13.3尺)の3間×2

間西面庇の東西棟建物である。桁行方向はEl。N

である。

柱間寸法は桁行11～1で1.2m（4尺）＋1.8m

（6尺）＋1.8m（6尺）＋1.7m（約5.7尺）である。

桁行13～9は1.5m（5尺）＋1.7m（約5.8尺）＋

1.9m（約6.3尺）＋1.4m（約4.7尺）であり、両桁

行は不均等である。

梁行9～lは2.4m（8尺）＋1.6m（約5.3尺）

である。梁行6～4は2.1m（7尺）＋1.8m（1.2

尺）＋1.7m（約5.7尺)、梁行13～11は1.7m（約5.7

尺）＋1.9m（約6.3尺）と不均等である。

柱穴は直径18～38cm、深さ8～36cmである。柱穴

の下端のレベルは一定ではない。柱列は5，11，12

でずれるものの、ほぼ直線に整列する。

柱痕跡は確認できない。

SB29（第43図）

遺跡北側（B－2．3区）に位置する遺構で、S

B24、27，28と重複している。切り合い関係は不明。

桁行5.5m(約18.3尺)、梁行4.4m（約14.7尺）の3

問×2間の東西棟建物である。桁行方向はE1°S

である。

柱間寸法は桁行4～lで2.0m（約6.7尺）＋1.9

m（約6.3尺）＋1.6m（約5.3尺）である。桁行6

～9は1.7m（約5.6尺）＋2.1m（7尺）＋1.7m

（約5.7尺）であり、両桁行は不均等である。

梁行9～1は2.5m（約8.3尺）＋1.6m（約5.3尺）

である。梁行6～4は2.3m（約7.7尺）＋2.1m（7

尺）と不均等であり、西側に梁が開いている。

柱穴は直径24～40cm、深さ20～48cmである。柱穴

の下端のレベルは一定ではない。柱列はほぼ直線に

整列する。

柱痕跡は6，8で確認でき、直径は10～12cmであ

る。

SB30（第43図）

遺跡南側（F－3区）に位置する遺構で、SBO7、

08，11，31，33と重複している。切り合い関係は不

明。遺構西側が調査区外に入っているが、検出範囲

で桁行6.1m(約20.3尺)、梁行4.2m（14尺)の（3）

間×2間の東西棟建物である。桁行方向はE1°S

である。

柱間寸法は桁行3～1で2.4m（8尺）＋2.0m

（約6.7尺）である。桁行4～6は2.0m（約6.7尺）

の等間隔であり、両桁行は不均等である。

梁行6～lは2.2m（約7.3尺）＋2.0m（約6.7尺）

である。

柱穴は直径30～40cm、深さ20～44cmである。柱穴

の下端のレベルは一定ではない。柱列はほぼ直線に

整列する。

柱痕跡は4以外は全て確認でき、全て方形の柱痕

跡であった。痕跡の一辺は10～12cmである。

SB31（第44図）

遺跡南側（E・F－3区）に位置する遺構で、S

B22、23，30，32，33，35と重複している。切り合

い関係は不明。遺構西側が調査区外に入っているが、

検出範囲で桁行9.0m（30尺)、梁行5.0m（約16.7

尺）の4間×（3）間の南北棟建物である。桁行方

向はN1°Eである。

柱間寸法は桁行3～7で2.1m（7尺）＋2.3m

（約7.7尺）＋2.3m（約7.7尺）＋2.3m（約7.7尺）

である。

梁行7～9は1.9m（約6.3尺）＋2.1m（7尺）

である。梁行き3～1は2.1m（7尺）＋1.9m（約

6.3尺）である。

柱穴は直径24～64cm，深さ8～24cmである。梁行

の2，8の柱が極端に小さいが、他は直径40cm程度

のものである。柱穴の下端のレベルは一定ではない。

柱穴1，2，8以外は礎盤が敷いてある。柱列はほ

－73－
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第1節遺構とそれに伴う遺物

ぼ直線に整列する。

柱痕跡は確認できなかった。

SB32（第44図）

遺跡南側（F－2．3区）に位置する遺構で、S

B12、13，22，31，33，34と重複している。切り合

い関係は不明。桁行9.0m（30尺)、梁行4.5m（15

尺）の4間×2間の東西棟建物である。桁行方向は

E7°Sである。

柱間寸法は桁行5～1で2.1m（7尺）＋2.6m

（約8.7尺）＋1.8m（6尺）＋2.5m（約8.3尺）で

ある。桁行7～11は2.1m（7尺）＋2.4m（8尺）

＋2.1m（7尺）＋2.5m（約8.3尺）である。

梁行7～5は2.4m（8尺）＋2.1m（7尺）であ

る。梁行11～12は2.5m（約8.3尺）＋2.2m（約7.3

尺）であり、東にやや開き気味である。

柱穴は直径32～48cm、深さ12～36cmである。柱穴

の下端のレベルは一定ではない。柱穴4は穴が浅く

礎盤が敷いてある。柱列はほぼ直線に整列する。

柱痕跡は1，6，7，8，9，11で確認できた。

全て方形の痕跡で、一辺が12～14cmである。

SB33（第45図）

遺跡南側（E・F－3区）に位置する遺構で、S

Bl2、13，22，31，32と重複している。切り合い関

係は不明。桁行6.8m（約22.7尺)、梁行4.8m（16

尺）の3間×2間の南北棟建物である。桁行方向は

N5°Eである。

柱間寸法は桁行4～lで2.0m（約6.7尺）＋2.0

m（約6.7尺）＋2.8m（約9.3尺）である。桁行6

～9は2.3m（約7.7尺）＋2.5m（約8.3尺）＋2.1

m（7尺）である。

梁行9～1は2.1m（7尺）＋2.3m（約7.7尺）

である。梁行6～4は2.3m（約7.7尺）＋2.1m（7

尺）である。

柱穴は直径28～52cm、深さ8～36cmである。柱穴

の下端のレベルは一定ではない。柱穴3ずれるが、

他はほぼ直線に整列する。

柱材が柱穴lに残り、柱痕跡は10以外は全て確認

できた。柱痕跡は全て方形の痕跡で、一辺が12～14

cmである。

SB34（第45図）

遺跡南側（F－3区）に位置する遺構で、SBO7、

08，11，12，13，22，32，33と重複している。切り

合い関係は不明。桁行4.6m（約15.3尺)、梁行3.8

m（約12.7尺）の2問×2問の南北棟建物である。

桁行方向はN5°Eである。

柱間寸法は桁行3～1で2.5m（約8.3尺）＋2.1

m（7尺）である。桁行5～7は1.9m（約6.3尺）

＋2.7m（9尺）であり、両桁行は不均等である。

梁行7～lは1.8m（6尺）＋2.0m（約6.7尺）

である。梁行5～3も同様の柱間隔である。

柱穴は直径36～64cm、深さ8～44cmである。柱穴

の下端のレベルは一定ではない。柱穴lには礎盤を

置く。柱穴はほぼ直線に整列する。

柱材が柱穴2に残り、柱痕跡は1，8以外は全て

確認できた。柱痕跡は全て方形の痕跡で、一辺が15

cmである。

SB35（第46図）

遺跡南側（F・G－3区）に位置する遺構で、S

B30、31，36と重複している。切り合い関係は不明。

遺構の西側が調査区外に入るため、遺構の全容は不

明であるが、検出範囲より、桁行3.9m（13尺)、梁

行4.2m（14尺）の（2）間×2間の東西棟建物で

ある。桁行方向はE5oSである。

柱間寸法は桁行2～1で2.3m（約7.7尺)。桁行

3～4は1.9m（約6.3尺）であり、両桁行は不均等

である。

梁行4～1は2.1m（7尺）の等間隔である。

柱穴は直径36～44cm、深さ20～44cmである。柱穴

の下端のレベルは一定ではない。柱穴はほぼ直線に

整列する。

柱痕跡は1，3，5で確認できた。全て方形の痕

跡で、一辺が12～14cmである。

SB36（第46図）

遺跡南側（F・G－3区）に位置する遺構で、S

BO7、08，11，21，30，35と重複している。切り合
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第Ⅲ章調査の概要

い関係は不明。遺構の西側が調査区外に入るため、

遺構の全容は不明であるが､検出範囲より､桁行10．8

m（36尺)、梁行6.2m（約20.7尺）の（6）間×3

問の東西棟建物である。桁行方向はE5oSである。

柱間寸法は桁行5～1で1.4m（約4.7尺）＋2.2

m（約7.3尺）＋1.8m（6尺）＋2.0m（約6.7尺)。

桁行6～11は1．6m（約5.3尺）＋1.3m（約4.3尺）

＋1.8m（6尺）＋2.1m（7尺）＋1.9m（約6.3尺）

であり、両桁行は不均等である。

梁行11～1は2.0m（約6.7尺）＋2.0m（約6.7尺）

＋2.1m（7尺）である。

柱穴は直径24～50cm，深さ20～48cmである。柱穴

の下端のレベルは一定ではない。柱穴はほぼ直線に

整列する。

柱痕跡は確認できなかった。

SB37（第47図）

遺跡南側（F－1，G－1．2区）に位置する遺

構で、SBO7、08，09、SA14と重複している。切

り合い関係は不明。遺構の東側が調査区外に入るた

め、遺構の全容は不明であるが、検出範囲より、桁

行10m（約33.3尺)、梁行3.9m（13尺）の5問×

（2）間の西面庇南北棟建物である。桁行方向はN

9°Eである。

柱間寸法は桁行6～lで1.8m（6尺）＋2.1m

（7尺）＋2.0m（約6.7尺）＋2.0m（約6.7尺）＋

2.1m（7尺)。桁行13～8は1.9m（約6.3尺）＋1.9

m（約6.3尺）＋1.9m（約6.3尺）＋1.9m（約6.3

尺）＋2.2m（約7.3尺）であり、庇部分でやや桁行

が狭まる。

梁行7～13は1.9m（約6.3尺）＋1.3m（約4.3尺）

である。1～8の庇部分も同様の柱間隔である。

柱穴は直径24～44cm、深さ20～64cmである。柱穴

の下端のレベルは一定ではない。柱穴はほぼ直線に

整列する。

柱痕跡は確認できなかった。

SB38（第47図）

遺跡中央（D－3区）に位置する遺構で、SDO4

と重複している。SDO4を切っている。桁行4.6m

（約15.3尺)、梁行3.4m（約11.3尺）の2間×2問

の南北棟建物である。桁行方向はNlOoEである。

柱間寸法は桁行3～1で2.5m（約8.3尺）＋2.1

m（7尺)。桁行5～7は2.2m（約7.3尺）＋2.1m

（7尺）であり、東側に桁行が開く。

梁行5～3は1.7m（約5.7尺）の等間隔である。

梁行7～lも同様の柱間隔である。

柱穴は直径28～40cm、深さ20～32cmである。柱穴

の下端のレベルは一定ではない。柱穴はほぼ直線に

整列する。

柱痕跡は確認できなかった。

SB39（第48図）

遺跡南側（F－1．2区）に位置する遺構で、S

Bl2、13，17、SDOl、06と重複している。SDOl

は切っているが、SBとの切り合い関係は不明。桁

行6.2m（約20.7尺)、梁行3.9m（11尺）の3間×

2問の東西棟建物である｡桁行方向はE3。Sである。

柱間寸法は桁行4～lで2.1m（7尺）＋2.1m

（7尺）＋2.0m（約6.7尺)。桁行6～8は4.3m

（約14.3尺）＋2.1m（7尺）であり、桁行は北側

は開いている。尚、6～7間の柱穴は削平により消

失しているものと思われる。

梁行6～4は1.9m（約6.3尺）の等間隔である。

梁行8～1も同様の柱間隔である。

柱穴は直径24～48cm，深さ16～36cmである。柱穴

の下端のレベルは一定ではない。柱穴はほぼ直線に

整列する。

柱材が遣存するものは柱穴3，4，5，7，8の

5カ所であり、柱痕跡があるものが2カ所である。

柱痕跡の直径は16～18cmである。柱穴3に遣存する

柱材は（写真図版153)、直径約16cm、長さ16cmで、

多面的に面取りを行い、断面がほぼ円形をなす柱で、

材質はクリ。痛みが激しく、面取りの単位は不明。

先端は尖ったような形で腐食しており、廃棄の際に

切り取られたようである。柱穴4のもの（写真図版

154）は19×18cmの方形に面取りを行い、4隅の角

を削り取った、断面隅丸方形の柱で、長き18cm・材

質はモミ属。遣存状態は良く面取りの単位は比較的

判りやすい。先端は尖ったような形で腐食している。
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(写真図版155）は12×12cmの2面に文を描く。紬は灰黄白色で、全面施紬の後、柱穴5のもの（写真図版155）は12×12cmの2面に文を描く。紬は灰黄白色で、全面施紬の後、底部の

面取りを行った断面方形の柱材で他の2面は欠損し粕を掻き取る。底部には墨書があり、「一上」と読

ている。長さ27cm・材質はオニグルミ。2枚の礎盤める。

に挟まれた様な形で埋まっており、立て替え以前の49－3SBO8柱穴20より出土した白磁碗で、大宰

柱材である。先端は尖ったような形で腐食している。府編年の白磁碗Ⅷ2類。復原口径16cm。器高5.8cm・

外面は口縁部付近まで回転へラ削りを行う。見込み

3－2遺物は蛇の目状に紬を掻き取る。粕はオリーブ黄色で体

38棟ある掘立柱建物からは、破片を中心に柱穴か部中位まで施紬◎貫入多し。

ら多くの遺物が出土している。埋土に混入したと思49－4SBO8柱穴22より出土した白磁碗で、大宰

われる土師器片が最も多かったが、ここでは、その府編年の白磁碗Ⅷ2類。口径16.1cm・外面は口縁部

中で図化に足る物を遺構別に紹介したい。 付近まで回転へラ削りを行う。見込みは蛇の目状に

粕を掻き取る。紬は明オリーブ灰色で高台付近まで

49－1SBO7より出土した白磁皿で、大宰府編年施紬。

の白磁皿Ⅲ1類。復原口径9.2cm･器高2.3cm・体部49－5SBO8柱穴lより出土した青白磁碗。復原

は回転へラ削りを行う。見込み周辺には沈線を刻み、口径16.9cm。外面体部は回転へラ削りを行い、内面

その内側をへうで掻き取る。粕は灰オリーブ色で、は8本単位のクシで流水状に施文する。粕は明緑灰

高台畳付付近まで施紬する。色。

49－2SBO8柱穴22より出土した白磁皿で、大宰49－6SBO8柱穴23より出土した青白磁碗。外面

府編年の白磁皿Ⅷ1a類。口径9.2cm・器高2.0cm。体部はへう削りを行い、内面は8本単位のクシで流

体部は回転へラ削りを行い、見込み内にはへうで草水状に施文する。見込みにはへうで魚文を描く。紬
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第1節遺構とそれに伴う遺物

は明緑灰色。

49－7SBO8柱穴11より出土した白色土師器碗。

吉備産か。口径13cm・灰白色のきめ細かな胎土を持

つ。口縁部内外面は回転ナデを施すが、押し出しに

より底部を丸底化する。体部中位以下は内外面とも

手持ちナデを施す。外面には縦に墨痕の様なものが

認められる。

49－8SBO8より出土した土師器皿。口径8.0cm・

器高1.7cm・底部は糸切り。胎土には砂粒が混じる。

色調はにぶい燈色。見込みは1度強い横ナデを施す。

器高が高く、体部が開く。

49－9SBO8柱穴36より出土した土師器皿。口径

8.6cm・器高1.2cm・底部は糸切り。胎士には砂粒が

混じる。色調はにぶい燈色。見込みは横ナデをしな

い。

49-10SBO8柱穴6より出土した土師器皿。口径

7.8cm･器高1.3cm･底部は糸切り。胎土は比較的細

やか・色調はにぶい燈色。見込みは軽く横にナデる。

49-11SBO8柱穴18より出土したは土師器皿。口

径9.6cm・器高1.6cm・底部は糸切り。胎土は比較的

細やか・色調はにぶい燈色。見込みは横方向に軽く

数回ナデる。口縁部は薄く引き上げ、体部は開く。

49-12SBO8柱穴17より出土した土師器皿・復原

口径8.6cm・器高1.3cm・底部は糸切り。底部に板目

圧痕がある。胎土は比較的細やか･色調はにぶい燈

色。内面は黒色土器A類のようにカーボンを付着さ

せている。見込みは軽く横にナデる。

49-13SBO8柱穴56より出土した木器椀。口径

13.2cm・器高3.5cm･体部内外面は回転ノミ削りで、

底部内外面にはノミ削り痕が明確に残る。底部は厚

く、口縁部は薄く引き上げる。木取りは板目。材質

はカツラ。

49-14SBO8柱穴6より出土した木器。面子の底

状のもので、一部欠損をしているが、円の周辺は斜

めに面取りをしている。直径8.4cm。厚み1.1cm・木

取りは板目。材質はカツラ。

49-15SBO2内SK20より出土した鉄製刀。長さ

14.9cm。腐食により、かなり錆で膨張しているが、

中心の地金の部分は2.0×1.0cmの断面長方形。

49-16SB11柱穴23より出土したは木器椀。底部

だけが残る。底径7.0cm･体部内外面は回転ノミ削

りを行う。木取りは板目。材質はケヤキ。

49-17SBl2柱穴10より出土した青白磁碗。底径

5.3cm・外面体部はへう削りを行う。見込みに沈線

有り。粕は濁った灰白色で高台付近まで施粕。高台

は低く削り上げ、高台内部には赤変した焼台痕が残

る。

49-18SB12柱穴6より出土した青白磁梅瓶。外

面体部は4本目のクシで渦巻き状に施文。粕は明青

白色。

49-19SBl2柱穴13より出土した褐紬壷で、胴部

のみ出土。Ⅲ，層より出土した127-24の壷口縁部

と同一固体の可能'性がある。外面は轄輔目の外にハ

ケ目のようなものが斜めに入っている。

49-20SBl2柱穴37より出土した瓦質火鉢。復原

口径48.0cm・内外面ともに回転ナデ調整。底部の粘

土板と胴部の接合面に指頭圧痕あり。出土破片は脚

を付けたものであった。合計で3つ付くものと思わ

れる。外面口縁部には直径2.8cmの菊花のスタンプ

を押す。破片では2個連続になっているが、数個単

位の固まりを為すものと思われる。

50－1SBl2柱穴13より出土した土師器皿。復原

口径8.4cm・器高1.4cm・底部は糸切り。比較的細か

い胎土。色調は燈色。見込みはナデない。底部周辺

は丁寧にナデられ、丸みをおびる。

50－2SB12柱穴19より出土した土師器皿。口径

7.9cm・器高1.5cm・底部は糸切り。胎土は比較的細

かい胎土。色調はにぶい燈色。見込みは横ナデをし

ない。

50－3SBl2柱穴9より出土した土師器皿。復原

口径7.4cm･器高1.4cm・底部は糸切り。胎土は砂目

が多く粗い。色調は燈色。見込みは軽く横にナデる。

50－4SB12柱穴19より出土した土師器皿。復原

口径7.3cm・器高1.1cm・底部は糸切りで、板目圧痕

有り。胎土は砂目が多く粗い。色調は燈色。見込み

は横方向に軽く2回ナデる。口縁部はあまり立ち上

がらず扇平。

50－5SBl2柱穴9より出土した土師器皿。復原

口径9.7cm。器高1.4cm・底部は糸切り。胎土は細や

か･色調は明灰色。見込みは軽く横にナデる。
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50－6SBO8柱穴7より出土した白磁皿で、大宰

府編年の白磁皿Ⅷ1b類。外面は回転へラ削りを行

う。見込み周辺に沈線を施し、内部にはクシと二叉

工具で蓮華を描く。粕は明灰色で底部まで施紬し、

底部の粕は掻きとる。

50－7SBl4柱穴9より出土した土師器皿。口径

8.5cm・器高1.7cm。底部は糸切り。胎土は砂目が多

く粗い。色調はにぶい燈色。見込みは横方向に軽く

ナデる。口縁部は薄く引き上げ、体部は開く。

50－8SB16柱穴20より出土した白磁水注または

四耳壷◎復原口径13.1cm・外面は回転へラ削りを行

い、口唇部は玉縁状に肥厚する。粕は灰白色。

50－9SB17柱穴7より出土した白磁皿で、大宰

府編年の白磁皿Ⅵ1a類。外面は回転へラ削りを行

う。見込みが広く、口縁部近くに沈線を施す。粕は

オリーブ灰色で体部中位まで施す。

50-10SBl6柱穴5より出土した土師器皿・復原

口径7.8cm・器高2.0cm・底部は糸切り。胎土は細や

か・色調はにぶい燈色。見込み周辺を押さえくぼめ

る。見込みの横ナデは行わない。

50-11SB17柱穴6より出土した土師器坪。口径

16.0cm・器高3.1cm・底部は糸切り。胎土はやや細

やか・色調はにぶい燈色。見込みに横ナデは行わな

い。

50-12SBl2柱穴5より出土した土師器皿。復原

口径8.5cm・器高1.4cm・底部は糸切り。胎土は比較

的細やか・色調は浅黄燈色。見込み周辺をへう状の

もので押さえくぼめる。見込みは横ナデを2～3回

行っている。

50-13SB17柱穴7より出土した土師器皿・復原

口径8.8cm・器高1.2cm・底部は糸切り。胎土は比較

的細やか◎色調はにぶい燈色。見込みは数回横ナデ

を行う。

50-14SB18柱穴10より出土した土師器皿。復原
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口径9.0cm・器高1.6cm。底部は糸切り。胎土は比較

的細やか・色調は燈色。見込みは数回横ナデを行う。

50-15SBl8柱穴5より出土したは木器椀。底部

だけが残存。底径7.4cm・体部内外面は回転ノミ削

りを行う。木取りは板目。材質はケヤキ。

50-16SB19柱穴13より出土した土師器皿。復原

口径8.2cm。器高1.2cm。底部は糸切りで、板目圧痕

がある。胎土は比較的細やか･色調は燈色。見込み

のナデは摩滅して不明。

50-17SB19柱穴2より出土した土師器皿・口径

9.4cm。器高1.5cm・底部は糸切り。胎土は砂目が多

く粗い。色調はにぶい燈色。見込み周辺は押しくぼ

める。見込みは2～3回横ナデを行う。

50-18SB27柱穴5より出土した青磁碗で、大宰

府編年の同安窯系青磁碗Ⅲ1類。外面体部は回転へ

ラ削りを行った後、ヘラにより縦に施文を行う。内

面はクシ、ヘラにより施文。紬はオリーブ灰で体部

下半まで施粕。

50-19SB21柱穴12より出土した須恵質土器で、

壷または莞。胴部で、内面は当具痕をナデ消し、外

面は格子目叩き。胎土は比較的砂目が少ない。色調

は青灰色。

50-20SB21柱穴4より出土した土師器皿。復原

口径9.0cm。器高1.7cm･底部は糸切り。胎土は砂目

が多く粗い。色調はにぶい燈色。見込みの横ナデは

不明。器肉が厚く、口縁部は外反する。

50-21SB21より出土した土師器皿｡復原口径8.2

cm・器高1.2cm・底部は糸切り。胎土は砂目が少な

く比較的細やか・色調はにぶい燈色。見込み周辺を

押しくぼめ、横ナデは行わない。器肉は薄く、体部

は外に開く。

50-22SB22柱穴9より出土した土師器皿。復原

口径7.9cm･器高1.1cm・底部は糸切り。胎土は砂目

が少なく比較的細やか・色調はにぶい燈色。見込み

に横ナデを数回行う。

50-23SB22柱穴2より出土した土師器皿。復原

口径8.2cm・器高1.2cm・底部は糸切りで、板目圧痕

あり。胎土は砂目が多く粗い。色調はにぶい燈色。

見込みに横ナデを数回行う。

50-24SB22柱穴2より出土したは木器椀。底部

だけが残存。底径7.0cm・体部内外面は回転ノミ削

りを行う。木取りは板目。材質はケヤキ。

50-25SB23より出土した青磁碗で、大宰府編年

の龍泉窯系青磁碗I6b類。復原底径5.2cm・外面は

回転へラ削りを行ったあとへラとクシで蓮弁文を描

く。内面はクシとへうで施文する。紬はオリーブ灰

色。

50-26SB23より出土した青白磁碗。復原口径

13.0cm・外面はへう削りを行う。口縁部は外反させ

平らにする。口唇部には輪花あり。器肉は薄い。紬

は淡青色。

50-27SB23より出土した土師器坪。復原口径

12．1cm･器高3.1cm･底部は糸切り。胎土は砂目が

少なく比較的細かい。色調はにぶい燈色。見込み周

辺をくぼめ、内部に横ナデは行わない。

50-28SB33柱穴9より出土した白磁碗で、大宰

府編年の白磁碗Vlc類。復原口径18.1cm。体部外

面は回転へラ削りを行う。内面口縁近くに沈線を描

き、沈線下にクシで文様をランダムに入れる。紬は

灰白色。

50-29SB29柱穴7より出土した土師器皿・口径

8.6cm・器高1.4cm・底部は糸切りで、板目圧痕あり。

胎土は砂目が少なく細かい。色調は燈色。見込みは

丁寧に横ナデを行う。器肉が薄く、良く焼き締まる。

体部は開き、口唇部でやや外反する。

50-30SB37柱穴5より出土した土師器皿・復原

口径8.2cm・器高1.5cm・底部は糸切り。胎土は砂目

が少なく比較的細かい。色調は灰褐色。見込み周辺

を押しくぼめ、内部は横ナデを行わない。口縁部は

薄く器肉を引き上げる。

50-31SB39柱穴2より出土したは木器。面子の

底状のもので、一部欠損をしている。円の周辺は両

面を斜めに面取りをしている。面の表裏には2本の

溝を彫る。直径8.0cm。厚み0.8cm・木取りは板目。

材質はヒノキ。

50-32SB32柱穴4より出土した青磁碗で、大宰

府編年の龍泉窯系青磁碗I4a類。復原口径16.2cm・

体部外面は回転へラ削りを行う。内面はへうで分割

し、施文する。粕はオリーブ色。

51－1SB39柱穴1より出土した瓦質風炉。口縁

－ 8 6 －



第Ⅲ章調査の概要

部、底部を欠く。復原胴部径37.8cm。内外面ともに

回転ナデ調整。胴部には2本の隆線を回し、隆線の

問には斜め格子状のスタンプを連続で押す。格子の

原体は0.5×1.8cmの板状のもの。隆線の上下には直

径0.8cmの竹管状の原体で連続文を押す｡肩部上には

大きめの窓を持つ。窓の横には菊花のスタンプを押

す。

51－2SK21より出土した滑石製温石。縦8.1cm・

横4.5cm・石鍋を長方形に2次加工し、直径7mmの

穴を穿つ。カーボンの付着有り。

52－1SBl2柱穴13より出土した双六の駒。直径

1．8cm。

4柱列（SA）

多くの掘立柱建物とともに15基の柱列も検出され

た。柱列は掘立柱建物との位置関係が重要であるが、

遺構配置図（第5図）を参照し個別の平・断面図で

考えたい。（第53,54図）

SAO1

遺跡北側（B－2区）に位置し、SBO4と重複す

る。長さは2.7m（9尺）で、柱間隔は1.4m（約4.7

尺）＋1.3m（約4.3尺）の2問である。柱列の軸は

真北である。柱穴は直径20～36cm。深さは20～44cm・

下端のレベルは一定でない。

SAO2

遺跡北側（B－1区）に位置し、SBO5との関連

性が考えられる。長さは2.4m（8尺）で、柱間隔

は1.2m(4尺)の等間隔である。柱列の軸はE1．S

である。柱穴の直径は20～28cm・深さは36～44cmで

下端のレベルは一定でない。

SAO3

遺跡北側（A－0，1区）に位置しする。長さは

4.3m（約14.3尺）で、柱間隔は2.1m（7尺）＋2.3

m（約7.7尺）の2問である。柱列の軸はE8°Sで

ある。柱穴の直径は20～26cm・深さは24～28cmで、

下端のレベルはほぼ一定である。

SAO4

遺跡北側（A－0，1区）に位置する。長さは5.0

m（約16.7尺）で、柱間隔は2.5m（約8.3尺）の2

問で等間隔である。柱列の軸はE12oSである。柱

穴の直径は24～36cm・深さは16～20cmで、下端のレ

ベルはほぼ一定する。

SAO5

遺跡北側（B－l区）に位置し、SBO2、05，06

との関連性が考えられる。長さは4.3m（約14.3尺）

で、柱間隔は1.5m（5尺）＋1.5m（5尺）＋1．3

m（約4.3尺）の3間である。柱列の軸はN8°Eで

ある。柱穴の直径は16～32cm・深さは24～36cmで、

下端のレベルは一定でない。

SAO6

遺跡北側（B・C－1区）に位置し、SBO2、03,

04との関連性が考えられる。長さは8.7m(29尺）で、

柱間隔は1.5m（5尺）＋1.7m（約5.7尺）＋1.8m

（6尺）＋1.7m（約5.7尺）＋2.0m（約6.7尺）の

5問である。柱列の軸はN5°Eである。柱穴の直

径は24～28cm・深さは16～36cmで、下端のレベルは

一定でない。

SAO7

遺跡北東側（A・B－1区）に位置し、SBO6と

重複するが、切り合い関係は不明。SBO5の塀の役

割を果たしたものと思われる。長さは3.9m（13尺）

で、2.0m（約6.7尺）＋1.9m（約6.3尺）である。

柱列の軸はNl。Eである。柱穴の直径は24～28cm・

深さは32～60cmで、下端のレベルは一定でない。

SAO8

遺跡中央部よりやや南側（F－l区）に位置し、

SB13と重複しており、SBl3に切られている。S

Bl2の塀の役割を果たしたものと思われる。長さは

4.8m（16尺）で、柱間隔は2.4m（8尺）の等間隔。

柱列の軸はN8oEである。柱穴の直径は36～52cm・

深さは24～40cmで、下端のレベルは一定でない。柱

穴lには柱材が遣存する（写真図版156)。直径15cm、

断面丸の柱材で、面取りは観察できない。樹種はク

リである。

SAO9

遺跡中央部（D、E－1区）に位置する。長さは

3.9m（13尺）で、柱間隔は1.8m（6尺）＋2.1m

（7尺）である。柱列の軸はNl2oEである。柱穴

の直径は16～20cm・深さは12～20cmで、下端のレベ

ルは一定でない。柱穴2には柱材が遺存する（写真
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図版157)。直径11cm、断面丸の柱材で、面取りは観SA11

察できない。樹種はモミ属。遺跡中央部（E－2，3区）に位置し、SAlO、

SA10SDO2と重複する。SBl2、13の塀の役割を果たし

遺跡中央部（E－2区）に位置し、SB14、SAたものと思われる。長さは11m（約36.7尺）で、柱

11と重複する。SB12、22両者の塀の役割を果たし間隔は2.3m（約7.7尺）＋2.1m（7尺）＋2.2m

たものと思われる。長さは3.9m（13尺）で、柱間（約7.3尺）＋2.2m（約7.3尺）＋2.2m（約7.3尺）

隔は1.9m（約6.3尺）＋2.0m（約6.7尺）の2間。の5間。柱列の軸はE4°Sである。柱穴の直径は

柱列の軸はN12oEである。柱穴の直径は44～48cm28～44cm・深さは16～48cmで、下端のレベルは一定

である。深さは28～52cmで、下端のレベルは一定でではない。

ある。それぞれの柱穴の底には石を敷き詰める。
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SA12

遺跡中央（D・E－1区）に位置し、SBl6と重

複するが切り合い関係は不明。長さは4.3m(約14.3

尺）で、柱間隔は2.1m（7尺）＋2.2m（約7.3尺）

である。柱列の軸はN8oWである。柱穴の直径は

36～48cm・深さは28～40cmで、下端のレベルはほぼ

一定する。

SA13

遺跡中央部（E－2，3区）に位置し、SDOlを

切っている。長さは6.9m（23尺）で、柱間隔は2.5

m（約8.3尺）＋2.2m（約7.3尺）＋2.2m（約7.3

尺）の3間。柱列の軸はE2．Sである。柱穴の直

径は24～52cm・深さは12～24cmで、下端のレベルは

ほぼ一定する。

SA14

遺跡南側（F－1，2区）に位置し、SB37と重

複するが切り合い関係は不明｡長さは10．3m(約34.3

尺）で、柱間隔は2.7m（9尺）＋2.3m（約7.7尺）

＋2.4m（8尺）＋2.9m（約9.7尺）である。柱列の

軸はE7oSである。柱穴の直径は28～32cm・深さ

は40～56cmで、下端のレベルは一定しない。

SA15

遺跡南側（F、G－2区）に位置し、SBO7、08，

11と重複するが切り合い関係は不明。長さは10.1m

（約33.7尺）で、柱間隔は1.9m（約6.3尺）＋2.1

m（7尺）＋1.9m（約6.3尺）＋2.1m（7尺）＋

2.1m（7尺）である。柱列の軸はN5°Eである。

柱穴の直径は32～36cm・深さは16～76cmで、下端の

レベルは一定しない。柱穴5には、柱痕跡があり、

直径は12cmである。

する。軸は南北に取り、N33oWo隅丸長方形で、

長軸1．5m，短軸1．1mである。深さは20cmと浅い。

SKO2（第56図）は遺跡北側（B－2区）に位置

する。直径0.9mのほぼ円形の士坑で、深さ20cmで

ある。

SKO3（第56図）は遺跡北側（B－3区）に位置

する。長軸1．0m、短軸0.8mの楕円形の士坑で、深

さ20cmである。

SKO4（第56図）は遺跡北側（B－2区）に位置

する。SKO5を切っている｡軸は東西に取り、E10oNo

楕円形で、長軸1.3m、短軸1．0mである。深さは20

Cmo

SKO5（第40,56図）は遺跡北側（B－2区）に

位置し、SKO4に切られている。軸を東西に取り、

E5°N・長軸の長い楕円形で、長軸2.0m，短軸1．0

mである。深さ10cmである。SB24に伴う。

SKO6（第40,56図）は遺跡北側（B－3区）に

位置する。軸を南北に取り、N6oWo長軸1．2m、

短軸0.96mの楕円形の土坑で、深き10cmである。S

B24に伴う。

SKO7（第23,56図）は遺跡北側（A－1区）に

位置する。直径0.8mのほぼ円形の士坑で、深さlO

cmである。SBO5に伴う。

SKO8（第23,56図）は遺跡北側（B－l区）に

位置する。軸を東西に取る楕円形の土坑で､E3。S・

長軸0.96m、短軸0.7m。深さ40cmで、埋土中位に

鉄分の堆積層があり、喋とともに硬化している。鉄

分の硬化面下は黒緑色の柔らかい砂質土である。S

BO4に伴う。

SKO9（第59図）は遺跡北側（C－2区）に位置

する。南北軸0.85m、東西軸0.75m、深さ10cmの土

5土坑（SK）・集石（SG）坑｡土坑内部には常滑窯の莞が崩れた状態で埋まる

5－1遺構が､半分以上が失われている。

遺跡全体で33の土坑が検出されたが（第55図)、SK10（第56図）は遺跡北側（A－0区）に位置

明らかに墓壌と確認できるものは無かったため全てする。直径0.8mのほぼ円形の士坑で、深さlOcmで

土坑として扱いたい。なお、建物に伴うものは建物ある。

の図面上に示している。個別の遺構配置図は、切りSK11（第57図）は遺跡北側（A－1区）に位置

合い関係を示すために順不同である。する。直径0.85mのほぼ円形の土坑で、深さ15cmで

ある。

SKO1（第56図）は遺跡北側（A－2区）に位置SK12（第57図）は遺跡北側（A－1区）に位置
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する。軸は東西に取り、E19°N・長軸0.85m、短SK18（第32図）は遺跡中央部（D－l区）に位

軸0.6mの楕円形の土坑で、深さ5cmである。置し､SBl6に付属する。直径1.0mの円形の土坑で、

SK13（第57図）は遺跡北側（A－1区）に位置深さ48cmである。基底部は2段掘りになっており、

する。直径0.8mのほぼ円形の士坑で、深さ10cmで大尭などを固定した土坑と思われる。

ある。SK19（第32図）は遺跡中央部（D－l区）に位

SK14（第56図）は遺跡北側（A－1区）に位置置し､SBl6に付属する。直径1.0mの円形の土坑で、

する。直径0.8mのほぼ円形の土坑で、深さ20cmで深さ48cmである。基底部は2段掘りになっており、

ある。 SKl8と同様に大尭などを固定した土坑と思われる。

SK15（第58図）は遺跡北側（A－l区）に位置SK20（第22図）は遺跡中央部（B・C－l区）

する。直径1．0mのほぼ円形の土坑で、深さ20cmでに位置し、SBO2に付属する。長軸2.4m、短軸2.0

ある。m、深さ30cmの隅丸長方形の士坑。軸は東西に取り、

SK16（第58図）は遺跡北側（A－0区）に位置E5．SでSBO2の桁行方向に合っている｡土坑内か

する。遺構東側が調査区外であるが、南北軸は1.1らは鉄器8点出土している。

mである。深さ12cmである。SK21（第58図）は遺跡中央部（E－2区）に位

SK17（第57図）は遺跡北側（A－1区）に位置置する。軸は東西に取る。長軸1.5m、短軸0.9mの

する。遺構北側が調査区外であるが、東西軸は0.9楕円形の土坑で、深さ15cmである。

mであり、隅丸方形になるものと思われる。深さlOSK22（第57図）は遺跡北側（C－2．3区）に

cmである。 位置する。軸を南北に取り、N42oWo長軸1.7m、
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第60図SGO1（集石）実測図（1/20）

短軸0.8m、深さ10cm不定形土坑。2つの土坑が重0.8m、深さ25cmの楕円形土坑。2つの土坑の切り

複するが、切り合い関係は不明。合いと思われるが、切り合い関係は不明。

SK23（第57図）は遺跡北側（C－2．3区）にSK28（第58図）は遺跡北側（C－2．3区）に

位置する。直径0.65mのほぼ円形の土坑で、深さ15位置する。軸を東西に取り、E1°N・長軸1.8,,

cmである。 短軸1.1m、深さ12cmの不定形土坑。SK31と切り

SK24（第57図）は遺跡北側（C－2．3区）に合うが、切り合い関係は不明。

位置する。直径0.65mのほぼ円形の土坑で、深さ20SK29（第58図）は遺跡南側（G－3．4区）に

cmである。 位置する。直径1.0mのほぼ円形の土坑で、深さ20

SK25（第57図）は遺跡北側（C－2．3区）にcmである。柱穴と切り合っている。

位置する。軸を南北に取り、N31oSo長軸1.2m， SK30（第58図）は遺跡北側（C－2区）に位置

短軸0.5m、深さ8cmの楕円形土坑。複数の土坑のする。直径0.8mのほぼ円形の土坑で、深さ20cmで

切り合いで不定形になっているが、切り合い関係はある。

不明。 SK31（第58図）は遺跡北側（C・D－2区）に

SK26（第57図）は遺跡北側（C－2．3区）に位置する。軸を東西に取り、E2．N・長軸1.8m、

位置する。直径0.65mのほぼ円形の土坑で、深さ20短軸0.8m、深さ12cmの不定形土坑。SK28と切り

cmである。 合うが、切り合い関係は不明。

SK27（第57図）は遺跡北側（C－3区）に位置SK32（第58図）は遺跡北側（C－2区）に位置

する。軸を南北に取り、N15oWo長軸1.2m、短軸する。直径0.9mのほぼ円形の土坑で、深さ25cmで

－96－



第Ⅲ章調査の概要

駒
－－

言ノ歌、 3
、
、

喧
Ｉ
認
参
一
．
欺
一

‐'
■ｰ

､、､、

扮
－国

一

雫舗” 6

家〆 ③

’

園
’ 8 01 0 c m

－

第61図SK出士遺物実測図（1/3）

ある。柱穴と切り合っている。

sK33(第13図）は遺跡南側（H－2区）に位置5－2遺物

し、SBO1内にある。軸を南北に取り、N17oE。61－1SKOlより出土した天目碗。瀬戸の製品で

長軸0.5m，短軸0.4m、深さ50cmの楕円形土坑。磁ある。復原口径11.8cm・器高6.0cm・紬は体部下位

州窯系鉄絵壷が出土する。までかける。粕調は黒褐色で、口縁部付近の内外面

SGO1（第60図）は遺跡中央（E－3区）に位置が暗褐色であり、光沢がない｡･

する。土器溜6の下より検出された遺構で、土器溜61－2SKO4より出土した青磁坪で、大宰府編年

6に伴うものと思われる。位置は、土器溜6の中心の龍泉窯系青磁坪Ⅲ4類｡復原口径12.6cm・器高3.7

よりよりややずれている。軸を東西に取り、E30oNocmo体部外面はへう彫りで蓮弁を象る。体部内面は

長軸0.75m、短軸0.6m、深さ10cmの楕円形の堀形見込み周辺に沈線をめぐらし、中央には双魚文のス

をもち、直径3～15cmの篠が集中する。ダンプを押す。紬は青緑色で滑らか。

61－3SK20より出土した常滑窯莞。口縁部はN

字型に折り返し肥厚する。
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第62図SKO9出土遺物実測図（1/6）

61－4SK20より出土した須恵質土器で雲。復原回転へラ削りを行い、見込は周辺をへうで粕を蛇の

口径24.0cm・内面はナデ調整。外面は頚部付近まで目状に掻き取る。粕は灰白色で高台近くまで施す。

格子目タタキを施し、頚部付近はタタキを消すよう61－8SXO1より出土した、建材と思われる木器。

にナデる。 縦22.0cm・横2.4cm・片方の先端に柄を作る。

61－5SK20より出土した滑石加工品。石鍋を加62－1SKO9より出土した常滑窯尭。復原口径

工しており、カーボンが付着している。破片である50.0cm・復原最大径90.0cm・内面は、ナデ調整で粘

が、取っ手の付く面と、加工により彫り窪めた面が土紐の継ぎ目には指頭圧痕が残る。外面はナデ調整

ある。のあ とに 縦方 向に へう調整を行う。肩部にはへう記

61－6SK20より出土した鉄製品。断面が1cmほ号が付く。

どの方形で、「．」の字形に折り曲げ、先端を尖ら

せてある。片方の先端は欠損している。 6竪穴式住居（SI）（第63図）

61－7SK21より出土した白磁皿で、大宰府編年遺跡中央部（D－3区）に位置する遺構。一辺約

白磁皿Ⅲ1類。復原口径9.7cm・器高3.1cm・外面は2.5mの正方形のプランを持つが､撹乱により不定形
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第Ⅲ章調査の概要

を為している。深さは18cm程で中央に1つの柱穴を

持つ。柱の直径は34cmで、深さは30cmである。遺物

の出土はない。

7井戸（SE）

7－1遺構

SEO1（第64,65図）

遺跡中央部（E－2区）に位置し、SB14、SA

lO，SDO1、03と重複する。遺構の掘りこみはⅦ層

からで、13C代の井戸である。埋土上面にはV・Ⅵ

層がレンズ状に堆積しており、その時期に廃棄され

たものであろう。特にV層は、SBO1基壇に見られ

る化粧土で、井戸廃棄時の祭祁的な意味が考えられ

る。SDOl、02，03を切っており、SBl4、SAlO

との切り合い関係は不明である。

井戸の構造は、方形隅柱縦板型井戸で､堀形は1．6

m（約5.3尺）四方の隅丸方形である。深さは2.0m

掘った時点で、崩落の危険があったため発掘を断念

ロコ

A

Eロ

A －

した。堀形の中央には、四隅約15cm四方の柱を立て、

約70cmおきに横桟を渡して1.2m（4尺）四方の木

枠作る。横桟は柄を作って、四隅の柱と組み合わせ

る。枠の4面には板を縦に並べ井戸枠を作る。縦板

は、幅30cm、厚さ6cm前後で長さは不明で8枚遺存

する。その後、井戸枠と地山の間には濁った黒褐色

士を入れて、木枠を固定している。

SEO2（第66,67図）

遺跡中央部（E－3区）に位置し、遺構の切り合

いはないが、SB23、38とは接しており、同時期で

はない。土層断面よりⅨ層からの掘りこみが確認で

き、l2C代の井戸ということができる。

井戸の構造は、方形縦板柱型井戸で、二本木前遺

跡のSEOlと同種の構造である。堀形は1．9(約6.3

尺）×2.1m（7尺）四方の方形。深さは1.7m・中

央部に1.2m（4尺）四方の木枠を埋め込んで、地

山と木枠の間に濁った黒褐色土（Ⅸの土）を入れて、

木枠を固定している。縦板は、幅20～30cm、厚さ1

a．

1
：

A，

’
a．

408,300
A，

0 1m
－

第63図SlO1実測図（1/40）
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第65図SEO1実測図②（1/30）

長さは約80cm・各辺に縦板を5枚組み合cm前後で、長さは約80cm・各辺に縦板を5枚組み合

わせて内側を2段組の横桟（幅6×6cm･長さ1.1m7－2 遺物

前後）で固定する。横桟の固定は柄を組む。横桟は68－1SEOlより出土した青磁碗で、大宰府編年

縦板の継ぎ目のところにあり上方へ延びる縦板は、の初期龍泉窯・同安窯系青磁碗0類。外面体部は回

下方のそれの外側にある。横桟と横桟の間には、80転へラ削りを行った後、クシ状の施文具で縦に調整。

～40cm幅の断面台形の柱で支える。縦板の部材は、内面はクシと二叉工具で施文。見込み周辺には沈線。

柄穴などの使用痕が残り、建材等の再利用が考えら粕は灰緑青色で高台近くまで施紬。

れる。井戸を作る部材は、一部を樹種同定したとこ68－2SEO1より出土した青磁坪で、大宰府編年

ろ、縦の断面台形の柱がモミ属、横桟はクリであっの龍泉窯系青磁坪Ⅳ類。内外面をへうで大きく縦に

た。角材が井戸の底部には目の細かい砂があり、木削り、花弁を象る。粕は暗オリーブ灰色。

枠の固定後に埋められたもののようである。その砂68－3SEO1より出土した青白磁梅瓶。内面は回

層の直上には土師器坪が置いてあり、井戸の使用開転ナデ。外面はクシで渦巻き状に施文。粕は明青白

始時の供献物と思われる。砂層上部の埋土は自然堆色。

積で、井戸内には黒青色の粘質土が堆積する。土層68－4SEOlより出土した白磁合子身。外面は型

断面の⑨はカーボン層である。押しにより菊花弁を作り出す。粕は外面体部下位ま

－101－



第1節遺構とそれに伴う過物

画

-’

1

雪11

一一一

I

Ｆ
Ｉ
Ｌ

Ａ

ｂ
ｌ
ｌ

A ｜
令
ｌ
ａ

口

11

匡
言1

,

1

、一一二一一一一－一一一一一一一一～一一一

0
〆

『

更I

←一｡

408100
aより A A，

百百！

408,10OB｡より B'一

第66図SEO2実測図⑪i（1/30）

－1()2－



第Ⅲ章洲悔の概要

40旦一l皿AbよりA，

408,100B，cより B

408』-回QQA’A－
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第1節遺構とそれに伴う遺物
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 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第 188集を底本として作成しました。

閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用

してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図

書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用

方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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